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○この資料の内容は，今後，変更する可能性がありますので，ご了承ください。 
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小単元の指導・評価計画 

 世界の中の国土               ４時間(増減なし)／p.4～11 

 

目標    ■世界の主な大陸や海洋，主な国の名称と位置，我が国と近隣諸国の位置関係や領土を理解すると

ともに，それらに関心をもち，意欲的に調べようとする。 

□世界における我が国の位置や領土から学習問題を見いだし，地図や地球儀などの資料を活用して

必要な情報を集めて読み取り，白地図や作品にまとめるとともに，世界の中の我が国の位置につ

いて，様々な表し方を考えて適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度   

①世界の主な大陸や海洋と我が国の国土との位置関係などに関心をもち意欲的に調べている。  

     ○社会的な思考・判断・表現  

①世界の中の我が国の位置や近隣諸国との位置関係，領土などについてを考え，適切に表現して

いる。 

     ○観察・資料活用の技能  

①地図や地球儀，その他の資料などを活用して，世界の国々や世界の中の我が国の位置や近隣諸

国との位置関係，領土などについて必要な情報を集め，読み取っている。 

②世界の主な大陸や海洋，主な国々の位置，近隣諸国と我が国の位置関係について，調べた内容

を白地図やノートにまとめることができる。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①世界の主な大陸と海洋，主な国の名称と位置，我が国の位置と領土を理解している。  
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指導計画 

 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

 

調

べ

る 

➊➋世界の大陸と海

洋 

     p.4～5 

p.10～11 

〇地球儀の特徴や活用の仕方について

わかったことをもとにクイズを出し

合う。 

≪わかったこと≫ 

・海がみんなつながっている。 

・地図で見ると大西洋が途切れている。 

・地図は，大陸が一度に見えるけれど

大きさのバランスが地球儀と違う。 

・赤道が緯度０度になる。 

・緯度・経度と方位は違う。      等 

≪クイズ≫ 

・東京の東にある国はどこ？ 

・赤道上にある国を五つ以上述べよ。 

・東京からロンドンまでの距離は？ 

等 

〇地球儀や地図帳を活用して，世界の

大陸や海洋を調べ，p.４～５の 

に書き入れ，気付いたことを整理す

る。 

・六つの大陸があり，島もあり，海に

囲まれている。 

・海は，場所によって呼び名が違うけ

れど全部つながっている。 

 

 

 

 

 

 

◆初めに1/2時間を使

って，p.10～11を基

に，地球儀の使い方

を指導する。その際 

・緯度，経度による位

置の読み取り 

・自分の住む都道府県

から見た，方位の捉

え方 

・距離の測り方 

・地図と地球儀の違い 

などについては，確

実に理解できるよう

に指導を工夫する。 

☆＜関意態①＞ 

世界の主な大陸

や海洋と我が国の

国土との位置関係

などに関心を持ち

意欲的に調べてい

る。 

  

☆＜思判表①＞ 

 世界の中の我が

国の位置につい

て，主な大陸や海

洋，方位や緯度，

経度などで表す方

法を考えて，クイ

ズに表現してい

る。 

世界は，六つの大陸と様々な島々
とそれらを囲む海からできている。 

           ➊➋ 

 

 世界の大陸や

海洋を地球儀の

見方・使い方も

学び，それを使

って調べてみよ

う。 

(2時間）  



 - 4 - 

 ➌世界の国々とわが

国の位置 

p.6～7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

○p.６～７の地図をもとに，世界の国

の場所や国旗，その国の様子，日本

との位置関係などについて地図帳や

地球儀で調べながら，線でつないだ

り，国名を空欄に書き入れたりする。 

≪作業１≫ 

・国名の入っている国は，線でつな

ぐ。 

≪作業２≫ 

・国名がないものは，地図帳や地球

儀で国名を調べ書き込む。 

≪作業３≫ 

・自分が知っている国を一つ地図帳

や地球儀を基に調べ，書き込む。 

〇線で結んだり，書き込んだりした地

図を基に，気付いたことや思ったこ

とを話し合う。 

・大陸だけでなく島にも国がある。 

・国旗は似ているものもあるが，それ

ぞれ違っていて，その国の人々の歴

史や願いも込められているものもあ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◆p.６やってみようの

指示に従って作業を

させる。写真にも着

目させ，それぞれの

国の風土や文化の特

色にも興味をもたせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◆国旗については，p.

６の「ことば」を基

に指導し，そういう

視点で改めて各国の

国旗を見直す。 

◆その国が，日本と比

べ大きいか小さい

か，日本がどれぐら

いのところにある

か，どの方位にある

かなどについてもで

きるだけ調べさせ

る。 

☆＜知理①＞ 

 世界の主な大陸

と海洋，主な国の

名称や位置を理解

している。 

  

 

☆＜技能②＞ 

地図や地球儀を

活用して，世界の 

主な国々の名称や

位置について的確

に調べ，白地図な

どに記入してい

る。 

 ➍日本の国土の広が

りと国土 

p.8～9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地球儀や地図帳で，日本の国の広が

りや領土，日本のまわりの国々を調

べ，気付いたことを話し合う。 

・国土は海洋に囲まれており，四つの

大きな島と沖縄島や択捉島などの多

くの島でできている。 

・日本の領土の西の端の与那国島が台

湾の近くにあるように，日本は，海

で近くの国とへだたっている。 

・北方領土や竹島，尖閣諸島は，日本

固有の領土である。 

・北方領土は，日本固有の領土である

が，ロシア連邦が不法に占拠してい

る。 

・竹島は，日本固有の領土であるが，

韓国が不法に占拠している。 

・尖閣諸島は，日本が有効に支配して

いる固有の領土であり，領土問題は

存在しない。 

 

◆日本の国土は，海洋

に囲まれ多数の島々

からなることをおさ

える。 

◆領土という「ことば」

をしっかりとおさえ

たのち，日本には領

土をめぐる問題があ

ることに触れる。そ

の際，日本の立場は，

歴史的にも国際法上

も正当であることを

ふまえて指導する。 

 

☆＜技能①＞ 

 我が国の領土や 

近隣諸国との位置

関係を教科書や地

図帳の資料を活用

し，読み取って話

し合っている。 

 

 

 

 

 

世界の大陸や
島には，どこにど
んな国があるか，
それぞれの国の
国旗や様子とと
もに調べてみよ
う。  

（1時間） 

 

地球儀や地図帳

で，日本の国土の

広がりや領土，日

本 の ま わ り の

国々について調

べ，わかったこと

や気づいたこと

を話し合おう。 

（1時間） 

世界の中の大陸や島には，たくさ
んの国々があり，それぞれに国旗が
ある。            ➌ 

  

 

世界の国々はそれぞれに領土を

もち，日本は海で近くの国の領土と

接している。日本は，四つの主な島

と多くの島でできている。 

            ➍ 
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小単元の指導・評価計画 

１ 国土の地形の特色                ３時間／p.12～17 

 

目標    ■国土の概要を理解するとともに，国土の地形の場所による違いや特色に関心をもち，意欲的に調

べようとする。 

□国土の特徴的な景観が場所によって違いがあることから学習問題を見いだし，地図や地形図など

の資料を活用して必要な情報を集めて読み取り，白地図や作品にまとめるとともに，国土の地形

の特色について，思考・判断したことを適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度   

①国土の地形の様子に関心をもち，国土の特色について意欲的に調べている。 

②国土の地形の特色を位置や高さ，広がり，土地利用の様子から具体的に考えようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①国土の地形の特色について調べるための，学習問題や予想，学習計画を考え表現している。 

②国土の地形の特色を様々な地形の様子や位置や高さ，広がりなどと関連づけて考え，適切に表

現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①国土の地形の特色について，地図やその他の資料を活用して必要な情報を集め，読み取ってい

る。 

②国土の地形の特色について調べた内容を，白地図などにまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①国土の地形の主な特色を理解している。  
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊空から国土をなが

めてみよう  

p.12～13 

 

 

 

 

 

○p.12～13の写真を基に我が国の地形

上の特色について気づいたことや考

えたことなどを発表し，それをもと

に学習問題をつくる。 

・まわりを海に囲まれている島国。 

・海岸線が入りくんでいる。 

・海岸線が世界で6番目に長い。オース

トラリアやアメリカよりも長い。 

・山が多くて，低い土地の方が少ない

みたいだ。 

・四つの大きな島とたくさんの小さな

島でできている。 

・山の上の方まで人が住んでいる土地

もある。 

・空から見る様子には，場所によって

違いがある。 

・国土の場所によってどんな特色があ

るのかな。 

 

 

 

 

 

 

◆国土の位置や広が

り，高さ，自然の様

子などに加えて，山

がちであることのお

さえの中で，火山も

あることに着目させ

ておく。 

◆海岸線の長さが世界

で 6 番目に長いこと

に着目させ，入りく

んだ海岸線や島の数

などとつなげて理解

できるように，資料

①や資料③を有効に

使う。 

◆できれば，日本全図

をプロジェクターで

拡大し（日本の地形

の掛図でもよい）四

島を北から順に見て

いく。 

☆<思判表①> 

写真や資料から

気づいたことや考

えたことをもと

に，国土の地形の

特色について学習

問題や，予想，学

習計画を考え表現

している。 

 

調

べ

る 

➋国土のいろいろな

地形 

p.14～15  

  

〇本文を読み，国土の山地や平地に関

する特色を国土の景観の写真資料や

資料②などとつなげて確認し，気づ

いたことを発表する。 

・国土が細長い。 

・国土の100分の73が山地。 

・平地は少なくて，山が海の近くまで

迫っていることが資料⑦を見るとよ

くわかる。 

・川がすごく急で短いということが，

資料②のグラフや資料⑦の写真から

わかる。 

○p.15 の資料⑥を基に様々な地形の

種類とその特徴を読み取り，資料③

で確認し，地図帳でさらに詳しく調

べ，気付いたことを発表する。 

・山地や山脈とよばれる地形は，四つ

の島の主に中央にあるが，場所によ

っては海にぎりぎりまで迫っている

ようなところもあるようだ。 

・関東平野は広そうだが，そのほかの

平野のなかには，海と山に挟まれて

いるくらいに細長く見えるところも

ある。 

 

◆資料③の日本の主な

地形の図と写真資

料，資料②の川の長

さとかたむきなどの

グラフとつなげて理

解するように促す。 

 

 

 

 

 

 

◆資料⑥で地形の種

類，呼び方，その特

色を理解させ，それ

を視点としてもう一

度資料③を見つめさ

せ，それぞれの特徴

的な地形が，国土の

どのあたりにあるか

見取らせる。 

◆それらを地図帳をも

とに確認させ，そこ

からわかったことを

発表させる。 

☆＜技能①＞ 

 日本の国土は

山がちな地形で

あり，川の流れは

短くて急である

ことなどの特色

を地図やその他

の資料を活用し

て読み取ってい

る。 

 

 

☆＜関意態②＞ 

 国土の地形に

はどんな特色が

あるか，位置や高

さ，広がり，土地

利用の様子から

具体的に考えよ

うとしている。 

高い空から日

本を見て，日本

の地形について

考え，学習問題

をつくりましょ

う。  

（1時間) 

山地や平地の

特色や広がりは

どのようになっ

ているのでしょ

うか。 

（1時間） 

 

我が国の国土の４分の３は山

地で，南北に背骨のように連な

り，平地は少なく，外国に比べて

川の流れも急である。➋ 

学習問題 国土の地形には，どのような特色があるのでしょうか。 
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調

べ

る 

➌日本の火山の広が

り 

p.16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

○日本の火山について知っていること

や p.16 の資料を見て気付いたこと

を発表する。 

・北から南まで山地や山脈のところど

ころに火山がある。 

・富士山も火山だ。 

・東京都や九州には，火山のある島も

ある。 

・今も噴火している火山がたくさんあ

る。 

・火山の地熱でできる温泉を観光に利

用している。 

・火山の地熱を利用した発電所もつく

られている。 

・噴火は怖いけれど，人間は，火山の

エネルギーを自分たちの生活に利用

する工夫をしてきた。 

〇それぞれの火山を地図帳で確認す

る。 

・人が住むまちから近いところもある。 

・国立公園の中にもあった。近くに温

泉がある場所もある。 

 

 

◆ここでは，日本が火

山の多い国であるこ

と，それが北から南

まで点在しているこ

とに目を向けさせる

とともに，人の生活

とのかかわりについ

ても考えるように促

す。 

◆噴火がもたらす自然

災害の怖さだけでな

く，人々がそれを活

かして生活を豊かに

しようとしているこ

とにも気付かせる。 

 

☆＜関意態①＞ 

 日本の火山の

様子や広がりに

関心をもち，意欲

的に調べている。 

 

☆＜知理①＞ 

 日本には火山

が多く，温泉や発

電などに活用さ

れていることを

理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

➌白地図にまとめる 

p.17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○p.17 の白地図を完成させ，p.14,15

の資料や地図帳と併せて，特徴的な

地形とその場所などを当てるクイズ

を出し合う。 

＜クイズの例＞ 

・「日高山脈に水源があって十勝平野を

流れている川は何？」→「十勝川で

す」 

・「琵琶湖から流れ出ている川は何川

で，なんという平野を流れている？」

→｢淀川で，大阪平野を流れていま

す｣ 

・「九州にある火山を二つ以上言いまし

ょう」→「桜島，新燃岳，雲仙普賢

岳」 

○国土の地形の特色についての学習を

振り返り，感想と自分の考えを文章

に表現する。 

◆地形の名前を使うこ

とを意識させなが

ら，クイズの問題や

答えを言わせる。座

席の隣同士ぐらいの

人数（２，３名一組）

で行う。 

 

 

 

 

 

◆調べたことを「こと

ば」も生かしてまと

めさせる。 

 

☆＜思判表②＞ 

 国土の地形の

特色を位置や高

さ，広がり，土地

利用の様子など

と関連づけて考

えている。 

☆＜技能②＞ 

 国土の地形の

特色について，白

地図や文章にま

とめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の火山に

は，どのような

特色があるので

しょうか。 

 （1/2時間） 

国土の地形の

特色について，ま

とめましょう。 

（1/2時間） 

我が国は，火山の多い国であり，

国土の北から南のところどころに点

在している。火山は観光や休養，発

電などに利用されている。➌‐1 

  

我が国の国土は，山がちで平野が

少なく，海に囲まれた大小の島でで

きていて，火山も多い。➌-2 
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小単元の指導・評価計画 

２ 低い土地のくらし―岐阜県海津市―        ５時間／p.18～27 

 

目標    ■地形条件から見て特色のある地域の人々のくらしを，岐阜県海津市を例にして理解するとともに，

自然環境と人々のくらしや産業とのかかわりを考えようとする。 

□海津市の様子を概観し学習問題をつくり，低い土地の人々のくらしや産業の特色を各種の資料を

活用して調べてまとめるとともに，自然環境と人々のくらしや産業のかかわりについて思考・判

断したことを適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度   

①海津市の地形条件に関心をもち，人々の生活や産業の様子について意欲的に調べている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①国土の地形条件から見て特色ある地域の人々の生活について海津市を事例に調べるための，学

習問題や予想，学習計画を考え表現している。 

②海津市の地形条件と人々の生活や産業を相互に関連づけて，国土の環境が人々の生活や産業と

密接な関連をもっていることを考え，適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①地図やその他の資料を活用して，地形条件から見て特色ある海津市の人々のくらしや産業につ

いて必要な情報を集め，読み取っている。 

②海津市の地形条件を生かした人々の生活や産業の工夫について調べたことを，ノートにまとめ

ている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①国土の地形条件から見て特色ある海津市の人々の生活を理解している。  

 ②海津市の人々のくらしや産業の様子を例に，国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連をも

っていることを理解している。 



 - 9 - 

指導計画 

 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊堤防に囲まれた土

地  

p.18～19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○海津市の土地の様子について，写真

の読み取りや海抜 0ｍ以下の土地を

色塗りする活動を通して，わかった

ことや疑問に思ったことを整理し学

習問題をつくる。 

・海津市は三つの大きな川に挟まれた

平らな土地である。 

・堤防に囲まれているし，川の水面よ

りも低い土地が多いけれど，水害は

ないのだろうか。 

・田畑が多いようだ。水は得られやす

そうなので作物をつくるのに生かせ

るのでは。 

 

 

 

◆ 0ｍの地域が多く，

川が土地より高いと

ころを流れているこ

とから，川が増水し

堤防が切れたらどう

なるか予想させる。 

◆堤防という「ことば」

をおさえる。 

◆水害を防ぐための

人々の工夫に関心を

もたせ調べる活動に

つなげる。 

 

☆<思判表①> 

色塗りした白地

図も含め，複数の

資料から考えたこ

とをもとに調べた

いことや疑問に思

ったことを整理

し，海津市につい

て調べるための学

習問題をつくり表

現している。 

調
べ
る 

➋学習の進め方 

p.20～21 

       

 

○教科書の学習の進め方を参考に，社

会科の学習の進め方を確かめ，特色

のある地形の土地の人々のくらしに

ついての学習計画を立てる。 

・個々の調べたいことや疑問を基に学

習問題をつくる。 

・学習問題について解決を予想する。 

・学習問題を解決するために調べるこ

と，調べる順番を考える。 

・学習計画に基づいて教科書や教科書

以外の資料などで調べる。 

・調べたことや考えたことをまとめる。 

・必要に応じて「いかす」段階を設け，

学習に広がりをもたせる。 

◆本単元の学習を見通

して，学習計画を立

てるなかで，社会科

の学習の進め方につ

いても実践的に学ば

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆＜思判表①＞ 

学習問題の解

決のために学習

に見通しをもち，

学習計画を考え

表現している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

海津市の土地

の様子や，人々

の生活について

考え，学習問題

をつくりましょ

う。 （1時間) 

学習問題 堤防に囲まれた海津市に住む人々のくらしや産業には，どのようなく

ふうがあるのでしょうか。 

 学習問題をつ

くり，学習の進

め方を確認しよ

う。 

(1時間) 
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調

べ

る 

➌水とたたかってき

た人々 

p.22～23  

  

○輪中の人々が，昔からどのように治

水を進め，水害を防ぐ工夫をしてき

たのか調べ，わかったことをノート

にまとめる。 

・輪中に住む人々は，昔から堤防を築

いたり，入り組んだ川の流れを整理

したりするなど治水に取り組んでき

た。 

・輪中に住む人々は，家を建てる位置

を工夫したり，水屋を立てたりする

などして水害に備えていた。 

・排水機場を計画的に整備し水害の被

害を減らした。 

・市と市民が協力して，水害の防止に

努力している。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ p.22 の資料 ④ と

p.19 の資料④を比

べて感じたこと，考

えたことを発表させ

る。 

◆治水の歴史を江戸時

代からの大きな治水

工事を中心に整理し

た年表を作成し，児

童に配り，p.22の資

料③と合わせて読み

取らせ，水害が減っ

た理由を話し合わせ

る。 

 

☆＜関意態①＞ 

 海津市の地形

条件に関心を持

ち，治水の歴史や

水害からくらし

を守る工夫につ

いて意欲的に調

べている。 

☆＜技能①＞ 

 地図やグラフ

などの資料を活

用し，輪中の人々

が治水など水害

を防ぐ努力をし

て低地の自然環

境に適応したく

らしをしている

ことを読み取っ

ている。 

 

➍豊かな水を生した

農業 

p.24～25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○輪中の人々が，豊かな水をどのよう

に利用し，生活に生かしているのか

資料をもとに調べてわかったことを

発表する。 

・輪中の人々は昔から豊かな水を生か

して米づくりを進めてきた。 

・最近では土地の水はけがよくなった。 

・道路も整備され，農業の機械化が進

み，米づくり以外の農業も盛んに行

われるようになった。 

 

 

 

 

 

 

◆海抜の低い土地の抱

える課題を克服し

て，生活に生かせる

ように改善してきた

人々の知恵や努力に

着目させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆＜知理②＞ 

 海津市の人々

が自然条件に合

わせ，くらしや産

業の工夫をして

いることを，土地

の改良と農業の

機械化，大規模

化，人々の生活な

どとつなげて理

解している。 

 

 

 

 

輪 中 に 住 む

人々は，くらし

を水害からどの

ように守ってき

た ので しょ う

か。 

（1時間） 

 

輪中に住む人々は，高い堤防を

築き家のつくりを工夫し，水防の

ための組織をつくるなど，水害か

らくらしを守るために様々な努

力や工夫をしてきた。➌ 

輪 中 の 人 々

は，豊かな水を

どのように農業

に生かしている

のでしょうか。   

（1時間） 

輪中では昔から農業を行ってい

たが，道路や揚水機場，パイプライ

ンなどの整備により，豊かな水を生

かした大規模な農業が可能になっ

た。➍  
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 ➎水を生かした生活 

p.26  

 

 

 

  

 

○現在の海津市の人々が水辺の豊かな

自然をさらに工夫して利用している

ことについて，資料を基に調べわか

ったことを発表する。 

・海津市の人々は，河川敷の自然を利

用してレクリエーションやスポーツ

を楽しむようになった。 

・豊かな水やそれにかかわる観光施設

を充実させ，観光客も増えた。 

 

 

 

 

 

 

◆海津市では，豊かな

自然を生かして市の

人々の生活に潤いを

もたせたり，名物料

理の開発や観光施設

を充実させることを

通して観光客を増や

したりしていること

についても新たに着

目させる。 

 

☆＜知理①＞ 

 海津市の人々

が現在行ってい

る，豊かな水を生

かした新たな取

り組みについて

理解している。 

ま
と
め
る 

➎ノートにまとめる 

p.27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○海津市の人々のくらしや産業の様子

の移り変わりや工夫について，わか

ったこと，考えたことをノートにま

とめ話し合う。 

・海津市の人々は，今も昔も豊かな水

や低地の自然条件を生活や産業に

生かしてきた。 

 

◆調べたことをこれま

で学んだ「ことば」

を使ってまとめると

ともに，低地の人々

のくらしや産業にお

ける工夫について自

分の考えを表現させ

る。 

☆＜思判表②＞ 

海津市の地形の

特色とくらしと

産業を関連づけ

て考え，豊かな水

を生かした農業

や観光が低地の

特色に合わせた

工夫であること

を考え文章など

に表現している。 

☆＜技能②＞ 

 海津市の人々

の，地形条件を生

かしたくらしや

産業の工夫につ

いて調べたこと

を，ノートにまと

めている。 

海津市の人々

のくらしや産業

におけるくふう

について，ノート

にまとめましょ

う。 

（1/2時間） 

 
地形条件から見て特色ある地域に

は，地形の特色に合わせたくらしや

産業の工夫がある。➎－2 

海津市の人々

は，豊かな水をど

のように生活に

生かしているの

でしょうか。 

（1/2時間） 

 海津市の人々は，市民のレクリエ

ーションや観光などに広い土地や

豊かな自然を生かしている。➎－1 
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小単元の指導・評価計画 

２ 高い土地のくらし―長野県川上村・南牧村―     ５時間／p.28～35 

 

目標    ■地形条件から見て特色のある地域の人々のくらしを八ヶ岳高原の川上村，南牧村を例にして理解

するとともに，地形条件と人々のくらしや産業とのかかわりを考えようとする。 

□川上村・南牧村の様子を概観し学習問題を見いだし，高い土地の人々のくらしや産業の特色を各

種の資料を活用して調べてまとめるとともに，地形条件と人々のくらしや産業とのかかわりにつ

いて思考・判断したことを適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度   

①川上村・南牧村の地形条件に関心をもち，人々の生活や産業の様子について意欲的に調べよう

としている。 

②川上村・南牧村の地形条件と人々の生活や産業とのかかわりを具体的に考えようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①川上村・南牧村についての資料からわかったことや疑問に思ったことをもとに，調べるための

学習問題，予想や学習計画を考え表現している。 

②川上村・南牧村の地形条件と人々の生活や産業を関連づけて，自然環境が人々の生活や産業と

密接な関連をもっていることを考え，スケジュール表に表現している。      

○観察・資料活用の技能  

①川上村・南牧村の開拓や酪農の様子について，写真や年表などを活用して必要な情報を集め，

読み取っている。 

②川上村・南牧村の地形条件を生かした人々の生活や産業について調べたことを，スケジュール

表にまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①川上村・南牧村の地形条件を生かした高原野菜づくりには様々な工夫があることから，自然条

件が生活や産業と密接な関連をもっていることを理解している。  

 ②川上村・南牧村の人々が，高原の自然を観光やレジャーに生かしたりするなど，自然条件を生

かした生活や産業の工夫をしていることを理解している。 
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※本教材は選択教材のため，第二時は「低い土地のくらし」内 p.20-21「学習の進め方」を指導する。 

 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊八ヶ岳のすそ野 

p.28～29 

 

 

 

 

 

○川上村・南牧村の土地の様子につい

て，八ヶ岳のすそ野の写真や土地の

傾斜や土地利用，平均気温のグラフ

を読み取る活動を通して，わかった

ことや疑問に思ったことを整理し学

習問題をつくる。 

・1000メートル以上の高い土地で，少

し坂になっているようだ。 

・森を切り開いて畑が整えられている。 

・畑では，レタスやキャベツや白菜を

つくっている。 

・牧場もある。 

・野菜や牛乳の生産額が大きい。 

・もともとやせた土地を，どうやって

農業のさかんな土地にしていったの

か。 

 

 

 

 

 

 

〇地形の特色とくらしや産業のつなが

りに着目して予想を考え，学習計画

を立てる。 

◆標高が高い土地であ

ること，比較的平ら

な土地が広がってい

ること，夏でも涼し

い気温であることを

概観させる。 

◆p.15資料⑥を使い，

高原という地形につ

いて確認する。 

◆切り開いた土地であ

ること，野菜の生産

額，牛乳の生産額の

高さに着目させ，「ど

のようにして」とい

う問題意識につなげ

る。 

 

 

 

 

 

 

◆高原野菜生産，酪農，

観光の視点で追究し

ていくようにする。 

☆<思判表①> 

川上村・南牧村

についての資料か

らわかったことや

疑問に思ったこと

をもとに，調べる

ための学習問題，

予想や学習計画を

考え表現してい

る。 

 

☆＜関意態①＞ 

川上村・南牧村

の地形条件に関心

をもち，人々の生

活や産業の様子に

ついて意欲的に調

べようとしてい

る。 

川上村・南牧

村の土地の様子

や人々の生活に

ついて考え，学

習問題をつくり

ましょう。  

（1時間) 

学習問題 高い土地に住む人々のくらしや産業には，どのようなくふうがあるの

でしょうか。 

指導計画 
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調

べ

る 

➌あれ地を耕し広い

畑に 

p.30～31 

  

○p.30～31の写真にp.28の写真を合わ

せて八ヶ岳のすそ野が人の手によっ

て切り開かれたことを話し合う。 

・森と畑の境目がはっきりしている。 

・年表とつなげると50年ぐらいで野菜

の産地になるほど，農業に適した土

地になったことがわかる。 

・木の切り株を掘り返すのも機械もな

くて大変そうだ。 

〇荒れていた土地を野菜づくりや酪農

などに適した土地に変えていったこ

とを，写真や「ＪＡ長野八ヶ岳の福

田さんの話」などから読み取り，発

表する。 

・人々は，土地や気候に合う野菜を繰

り返し試しながら，見つけ出す努力

をしてきた。 

・川上村では，台湾に野菜を輸出する

取り組みもしている。 

・栄養のある土づくりに必要な堆肥を

得るために牛が役に立った。 

・酪農にも適した気候だし，広い土地

で牛ものびのびしているようだ。 

・乳牛の牛舎を見ると何十頭もいる。

牛は生き物だから，健康管理も大変

だ。 

・餌やりや乳しぼりは，毎日やらなけ

ればならないから大変だと思う。 

 

 

 

 

 

◆開拓の様子の絵とす

そ野の牧草地の写真

レタス畑の写真など

を比較し，それがど

のぐらいの歳月で実

現できたのか資料か

ら読み取らせる。 

 

 

◆酪農に関しては，牛

の生態にあった気候

だったことと，堆肥

を生かした耕作地の

土づくりとの関係で

野菜づくりにも重要

な役割を果たしてい

ることをおさえる。

酪農そのものにも着

目させておき，第４

時の観光資源，社会

貢献としての役割も

果たしていることに

つなげていく。 

 

◆酪農の一日の仕事，

牛の生態や飼育に関

する資料を用意し

て，特に牛乳生産に

ついては，安全・衛

生に気を付けている

ということもおさえ

たい。 

 

☆＜技能①＞ 

 川上村・南牧村

の開拓や酪農の

様子について，写

真や年表などを

活用して必要な

情報を集め，読み

取っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調

べ

る 

➍夏に新鮮で安全な

高原野菜をとど

ける 

p.32～33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○川上村の野菜づくりについて，資料

をもとに調べてわかったことを発表

する。 

・夏の東京市場でのレタスの量は，長

野県が一番で，そのための工夫があ

る。 

・畑にかけるシートには，日光をよく

吸収し，病害虫や乾燥などから野菜

の根を守るなどの働きがある。 

・箱づめは手作業，収穫の時期には夜

中から作業の準備をしている。 

・その年の気候などを考えて，まく種

の種類を変えている。 

・新鮮な野菜をその日に食べてもらう

ような様々な工夫をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

◆資料⑧の資料を基に

夏の東京都の市場で

は長野県産のレタス

がほとんど占めてい

るということに着目

させ，それが高原の

すずしい気候を利用

していること，その

時期に出荷するため

に様々な工夫をして

いることをおさえ

る。 

◆特に，収穫の時期に

合わせた月ごとの栽

培の工夫，商品を大

切にする意識，厳し

い検査をし，更に新

鮮なまま消費者に届

けようとする生産者

の思いなどに触れさ

せたい。 

 

☆＜知理①＞ 

川上村・南牧村

の地形条件を生

かした高原野菜

づくりには様々

な工夫があるこ

とから，自然条件

が生活や産業と

密接な関連をも

っていることを

理解している。 

 

☆＜関意態②＞ 

 川上村・南牧村

の 地 形 条 件 と

人々の生活や産

業とのかかわり

を具体的に考え

ようとしている。 

 

 

 

人々は，どの

ようにして八ヶ

岳のすそ野を今

のような土地に

変えていったの

でしょうか。 

   （1時間） 

 

高原の野菜づ

くりには，どの

ようなくふうが

あるのでしょう

か。 

   （1時間） 

川上村・南牧村に住む人たち

は，荒れている土地を人が住め，

野菜作りや酪農ができる土地に

変えていった。➌ 

川上村・南牧村では，夏のすずし

い気候を利用して様々な工夫をし

ながら高原野菜をたくさんつくり，

全国でも有数の産地になっている。

➍  



 - 15 - 

 

➎自然のめぐみを生

かす 

p.34  

○南牧村の自然を生かした取り組みに

ついて学んだことを新たにわかった

こととして整理し，発表する。 

・高原の広い土地を利用した電波観測

所がある。 

・アイスキャンドルコンテストのよう

に冬にも観光客を呼ぶ工夫をしてい

る。 

・作業体験や酪農について学ぶことが

できる牧場が増えてきた。 

 

 

 

 

 

◆川上村と南牧村の収

穫のシステムは違う

ところもあるので，

時間があれば比較さ

せたい。 

 

◆広い土地や気候の条

件を生かした観光な

どの新しい取り組み

に着目させる。 

◆産業を理解してもら

うために，作業体験

や酪農家の話を聞く

活動などを通して，

酪農の特色を，直接

学ぶことができる牧

場が増えていること

をおさえる。 

☆＜知理②＞ 

 川上村・南牧村

の人々が，高原の

自然を観光やレ

ジャーに生かし

たりするなど，自

然条件を生かし

たくらしや産業

の工夫をしてい

ることを理解し

ている。 

ま

と

め

る 

➎スケジュール表を

つくろう 

p.35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○川上村と南牧村の地形を生かした生

活や産業の様子が伝えられる観光

の「一日まんきつプラン」をつくり，

プランを基にガイドになって説明

する。 

・自分が案内したい場所を選び，スケ

ジュール表をつくる。 

・その場所で，伝えたいその土地の人

の生活や産業の工夫をピックアップ

し，案内台本をつくる。 

◆調べたことをこれま

で学んだ「ことば」

を生かしてまとめ

る。 

◆川上村・南牧村の

人々の生活や産業の

工夫を紹介するプラ

ンに関して，なぜそ

こを選んだのか個々

の考えを把握し評価

に生かすようにした

い。 

☆＜思判表②＞ 

 川上村・南牧村

の 地 形 条 件 と

人々の生活や産

業を関連づけて，

自然環境が人々

の生活や産業と

密接な関連をも

っていることを

考え，スケジュー

ル表に表現して

いる。 

 

☆＜技能②＞ 

 川上村・南牧村

の地形条件を生

かした人々の生

活や産業につい

て調べたことを，

スケジュール表

にまとめている。 

野菜づくり以

外に，どのような

特色があるので

しょうか。 

（1/2時間） 

 

高い土地の地形

を生かした人々

の生活のくふう

をまとめましょ

う。 

（1/2時間） 

川上村・南牧村の人々は，新しい

農業の形を常に考え，夏のすずしさ

や美しい自然の恵みを生かした観

光にも力を入れている。➎－1 

地形条件から見て特色ある地域に

は，地形の特色に合わせたくらしや

産業のくふうがある。➎－2 
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小単元の指導・評価計画 

３ 国土の気候の特色                ３時間／p.38～43 

 

目標    ■日本各地の気候の特色（四季の変化など）を理解するとともに，季節風が気候に及ぼす影響，気

候と人々のくらしのかかわりを考えようとする。 

□日本各地の気候を概観して学習問題をつくり，各地の気候の特色と季節風の影響について各種の

資料を活用して調べてまとめるとともに，人々のくらしに及ぼす気候の影響について思考・判断

したことを適切に表現することができる。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度 

①日本各地の気候の特色に関心をもつとともに，四季の変化や季節風について意欲的に調べようとし

ている。 

②日本各地の気候の特色とそれぞれの地域の人々のくらしとの関連などについて意欲的に調べ

ようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  
①日本各地の気候の特色（四季の変化など）と人々のくらしへの影響について調べるために，学習問

題や予想，学習計画を考えて適切に表現している。 
②日本の各地域の気候の特色（四季の変化など）と季節風の影響を関連づけて考えるとともに，気候

と人々のくらしが密接に関連していることを考え，適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①写真やビデオなどの資料を集めて比較することによって，日本の各地域の四季の変化を読み取ると

ともに，同じ季節でも日本各地の気候には大きな違いがあることを読み取っている。 

②日本の地図と気温・降水量のグラフ（雨温図）などの資料を活用して，日本の各地域の気候の特色

や季節風の影響などについて調べたことを白地図などにまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①梅雨（つゆ），台風，季節風（雪）は，我が国の気候（季節）を特色づけている現象であり，人々

のくらしに大きな影響を及ぼしていることを理解している。  

 ②我が国の気候には，四季の変化が見られ，南北に細長い国土，地形や季節風の影響などによる地域

差が大きいことを理解している。 
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 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊日本の気候と四季
の変化  

p.38～39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本列島の地図を概観したところで，

同じ場所（例えば福島県会津地方）の

四季の変化を示す写真もしくはビデオ

を視聴する。それとともに，同じ季節

（例えば３月）の日本各地の風景の写

真もしくはビデオを視聴する。これら

の活動を通して，わかったことや疑問

に思ったことを整理して学習問題をつ

くる。 

・日本には，四季の変化が見られる。 

・日本列島は南北に細長いため，同じ季

節であっても（特に春や秋には），雪

や氷で覆われた冬のような気候の地域

もあれば，桜の咲く春満開の気候（紅

葉の美しい秋の気候）の地域もあれば，

海水浴のできる夏のような季節の地域

もある。 

○桜の咲き始める時期（あるいは，もみ

じの色づく時期）を示した日本列島の

地図を見せて考えさせることで，学習

問題につなげる。 

 

 

 

 

 

 

◆同じ場所の各月の風

景の違いを予想させ

る（春や秋に比べて，

夏や冬の風景の差は

小さめである）。 

◆気候という「ことば」

をおさえる。 

◆梅雨（つゆ），台風，

雪，季節風が気候に与

える影響に関心をも

たせ調べる活動につ

なげる。 

 

☆<技能①> 

写真やビデオな

どの資料を集めて

比較することによ

って，日本の各地域

の四季の変化を読

み取るとともに，同

じ季節でも日本各

地の気候には大き

な違いがあること

を読み取っている。 

☆<思判表①> 

日本各地の気候

の特色（四季の変化

など）と人々のくら

しへの影響につい

て調べるために，学

習問題や予想，学習

計画を考えて適切

に表現している。 

☆<関意態①> 

日本各地の気候

の特色に関心をも

つとともに，四季の

変化や季節風につ

いて意欲的に調べ

ようとしている。 

調

べ

る 

➋つゆ，台風，季節

風の様子 

p.40～41 

       

 

 

 

○日本の気候を特色づけている梅雨（つ

ゆ），台風，季節風（雪）について調

べるグループをつくり，それぞれで調

べ学習をした後で，発表し合う。 

・日本列島は６月から７月に梅雨（つゆ）

の季節となり，集中豪雨に見舞われる

こともあるが，米づくりなどの農業に

は恵みの雨となっている。 

・夏から秋にかけて日本は台風に襲われ

ることが多く，特に西南日本では大き

な被害の出ることが多いが，夏に水不

足になった地域には恵みの雨をもたら

している。 

・冬の日本列島では，季節風の影響によ

り日本海側で多くの雪が降る。季節風

が山をこえると，かわいた冷たい風に

なり，太平洋側に吹き下ろす。 

◆それぞれの気候現象

が人々のくらしに及

ぼしている影響にも

留意するように指導

する。 

◆季節風という「こと

ば」をおさえる。 

 

 

 

 

☆＜思判表②＞ 

日本の各地域の

気候の特色（四季

の変化など）と季

節風の影響を関連

づけて考えるとと

もに，気候と人々

のくらしが密接に

関連していること

を考え，適切に表

現している。 

☆＜知理①＞ 

 梅雨（つゆ），

台風，季節風（雪）

は，我が国の気候

（季節）を特色づ

けている現象であ

り，人々のくらし

に大きな影響を及

ぼしていることを

理解している。 

 

 

 

➌各地の気候の特色 

p.42～43  
○日本の気候を６つに区分した地図と，

各地の気温と降水量のグラフを見比べ

◆気温と降水量という

用語をおさえる。 

☆<技能②> 

日本の地図と気

日本の気候と

四季の変化につ

いて考え，学習問

題をつくりまし

ょう。  

（1時間） 

学習問題 日本の気候には，どのような特色が見られるのでしょうか。 

 日本のつゆ，台

風，季節風には，

どのような特色

があるのでしょ

うか。 

（1時間） 

梅雨（つゆ），台風，季節風（雪）

は，我が国の気候（季節）を特色

づけている現象であり，人々のく

らしに大きな影響を及ぼしてい

る。            ➋ 
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  て考えたことを話し合う。 

・太平洋側は夏に降水量（雨）が多く，

日本海側は冬に降水量（雪）が多い。 

・太平洋側と瀬戸内海の気温に大きな差

はないが，瀬戸内海の降水量は太平洋

側よりも少ない。 

・中央高地は夏と冬の気温差が大きい。

一年を通じて降水量が少なめである。 

・北海道は冬が長く寒さがきびしい。降

水量は他の地域より少なめである。 

・南西諸島は気温が高く，雨も多い。冬

も温暖である。 

 

 

◆二つの地域の気温と

降水量を比べること

によって，それぞれの

地域の気候の特色を

表現し合い，そうした

話し合いによって考

えを深める中で各地

の気候の特色をまと

めていきたい。 

 

温・降水量のグラ

フ（雨温図）など

の資料を活用し

て，日本の各地域

の気候の特色や季

節風の影響などに

ついて調べたこと

をまとめることが

できる。 

☆<知理②> 

 我が国の気候に

は，四季の変化が

見られ，南北に細

長い国土，地形や

季節風の影響など

による地域差が大

きいことを理解し

ている。 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

➌気候の特色のまと
め 

p.43 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日本の気候の特色について，わかった

こと，考えたことをノートにまとめ，

みんなで話し合う。 

 

 

 

◆調べたことをこれま

で学んだ「ことば」を

使ってまとめるとと

もに，日本の気候の特

色について自分の考

えを表現させる。 

☆＜関意態②＞ 

 日本各地の気候

の特色とそれぞれ

の地域の人々のく

らしとの関連など

について意欲的に

調べようとしてい

る。 

日本の気候の特

色をまとめましょ

う。 

（1/2 時間） 

我が国の気候には，四季の変化が見

られ，南と北，地形や季節風などによ

る地域差が大きい。また，梅雨や台風

等が，人々のくらしに大きな影響を及

ぼしている。         ➌-2 

各地の気候に

は，どのような特

色があるのでし

ょうか。 

 （1/2時間） 

 

日本各地の気候の特色は，年間

の気温と降水量などで区分され

る。また，その土地の地形や高さ

などによって，雨の多い地域，雨

の少ない地域，雪の多い地域のよ

うに気候は異なっている。 

          ➌-1 
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小単元の指導・評価計画 

４ あたたかい土地のくらし－沖縄島－        ４時間／p.44～51  

 

目標    ■気候条件から見て特色のある地域の人々のくらしを沖縄県を事例として理解するとともに，自然

条件と人々のくらしや産業とのかかわりを考えようとする。 

□沖縄県の人々の生活の様子から学習問題を見いだし，あたたかい土地の人々のくらしや産業の特

色について地図や各種資料を活用して調べてまとめるとともに，自然条件と人々のくらしや産業

とのかかわりについて思考・判断したことを適切に表現している。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度  

①沖縄県の気候条件に関心をもち，人々の生活や産業の様子について意欲的に調べている。 

②沖縄県の気候条件と人々の生活や産業のかかわりについて考えようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①国土の気候条件から見て特色のある地域の人々の生活や産業の様子について沖縄県を事例地

として調べるための，学習問題や予想，学習計画を考え表現している。 

②沖縄県の気候の特色と人々の生活や産業を相互に関連づけて，国土の気候が人々の生活や産業

と密接な関連をもっていることを考え，適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①地図や各種の資料を活用して，気候条件から見て特色ある沖縄県の人々の生活や産業について

必要な情報を集め，読み取っている。 

②沖縄県の気候条件を生活や産業に生かしている人々の工夫や努力について調べたことをノー

トや作品にまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①国土の気候条件から見て特色ある沖縄県の人々の生活や産業を理解している。 

 ②沖縄県の人々の生活や産業の様子から，国土の気候条件が人々の生活や産業と密接な関連をも

っていることを理解している。 
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊沖縄県の家やく
らしのくふう  

p.44～45 

○地形や気候の特色について振り返る。 
・前小単元の復習 
・沖縄県の位置と気候の確認 
○沖縄県の様子について写真や気温と降水

量のグラフの読み取りから，学習問題を導
く。 

・那覇と東京のグラフの読み取り・比較 
・沖縄県の夏の暑さと台風を乗り切るための

家の工夫と家のキャッチコピーを考える。 
例：「暑さと台風を乗り切る」沖縄県の家 
・沖縄県の人々は他にどのような気候を乗り

切る工夫をしているのだろう。 
 
 
 
○学習問題に対する予想と学習計画を考え

る。 
・地形を生かした海津市と同じように考える

と，暑さをくらしや産業に生かしているの
かもしれない。 

・那覇の冬の気温はとてもあたたかい。この
ことも何かに生かしているのだろうか。 

・学習問題を解決するために調べることと，
調べる順番を考えて整理する。 

◆前小単元までに
学んだことを振
り返り，沖縄県那
覇市の位置につ
いて地図帳等で
確認させる。 

◆p.44 の那覇と東
京のグラフを読
み取る際，２つの
地点を比較し，気
候の違いをつか
ませる。 

 
 
 
（東京だけでなく，
自分の住んでい
る地域と比較で
きるとよい。） 

◆暑さやあたたか
さを生活に生か
す人々の工夫に
関心をもたせ今
後の活動につな
げる。 

☆<思判表①> 
沖縄県について

調べたことをもと
に，学習問題や予
想，学習計画を考え
表現している。 
☆<関意態①> 
沖縄県の気候の

様子に関心をもち，
人々の生活や産業
の様子について意
欲的に調べようと
している。 

調
べ
る 

➋あたたかい気候
に合ったさとう
きびづくり 

 p.46～47 
 

 

○沖縄県の人々は，どのようにあたたかい気
候を生かし，農業を行っているのか調べ，
ノートにまとめる。 

・沖縄県の気温や湿度が高いという気候の特
色に合うさとうきびを栽培していること。 

・「沖縄の宝」 
・さとうきびづくりと製糖工場。 
・さとうきび以外にも沖縄県の気候の特色に

合う野菜や果物を栽培していること。 
・広い面積のアメリカの軍用地があること。 
 
 
 
 
 
 
 

◆気温の高さにつ
いては言葉だけ
ではなく，那覇の
グラフに戻り，数
値としてとらえ
させる。 

◆さとうきび農家
の大城さんの話
からさとうきび
づくりの努力や
工夫について読
み取る。 

◆沖縄県の料理の
写真などを使い
特産物を探す活
動も考えられる。 

☆<技能①> 
沖縄県の農業の

様子について，写真
や表などから調べ，
必要な情報を集め，
読み取っている。 
 
☆<知理①> 
気候の特色に合

わせた工夫をして
いる沖縄県の農業
の様子について理
解している。 
 

➌あたたかい気候
を生かしたきく
づくりと観光   

p.48～49 
 

○沖縄県の人々は，冬のあたたかさをどのよ
うに生活や産業に生かしているのか調べ，
ノートにまとめる。 

・冬でもあたたかい気候を生かし，きくの促
成栽培，抑制栽培をしていること。 

・一年を通してあたたかく，美しい自然を生
かした観光産業が盛んであること。 

・美しい自然を守る取り組みも行っているこ
と。 

・自然条件（p.56を参考） 

◆p.48 きくづくり
農家の親川さん
の話と，p.49 観光
ガイドの人の話
から，どのように
気候の特色や自
然を生活や産業
に生かしている
かという点に着
目し，読み取らせ
る。 

◆気候や観光につ
いて克服しなけ
ればならない課
題があることも
考えさせる。 

☆<関意態②> 
沖縄県の気候条

件とあたたかい土
地の人々の生活や
産業のかかわりを
考えようとしてい
る。 
☆<技能②> 
沖縄県の一年間

を通じてあたたか
い気候を生活や産
業に生かす人々の
工夫や努力につい
て調べたことをノ
ートにまとめてい
る。 
 

 

学習問題 沖縄県の人々はあたたかい気候をどのようにくらし
や産業に生かしているのでしょうか。 

 

沖縄県の家や

くらしのくふう

について考え，学

習問題をつくり

ましょう。 

 （1 時間） 

 

沖縄県では，一年を通して気温や湿度
が高い気候に合った「沖縄の宝」と呼ば
れるさとうきびを栽培している。また，
ゴーヤーやパイナップルなど沖縄県の気
候に合う特産物も栽培している。 ➋ 

沖縄県は，冬でもあたたかい気候を生
かしたきくづくりや，一年を通してあた
たかい気候や美しい自然を生かした観光
産業も行い，自然条件を生かした工夫を
している。➌ 

沖縄県の人々

は，あたたかい気

候をどのように

産業に生かして

いるのでしょう

か。 （1時間） 

 冬でもあたた

かい沖縄県の気

候は，どのように

産業に生かされ

ているのでしょ

うか。 

（1時間） 
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➍古くからの文化
や自然を守る 

 p.50～51 
 

○沖縄県の人々の伝統的な文化や自然を保
存・継承している人々について調べ，ノー
トにまとめる。 

・沖縄県は，古くから日本の南の玄関口とし
ての役割を果たし，アジアの国々との交流
により豊かな文化を育ててきたこと。 

・沖縄県の人々は，ふるさとを愛する気持ち
を忘れず，自分たちが受け継いできた文化
や自然を大切にし，次の世代に引き継ぐ努
力をしていること。 

◆沖縄県の文化や
自然の様子につ
いては p.50 の写
真を用いて説明
をする。 

◆調べた事をもと
にして，沖縄県の
人々の文化や自
然を次の世代に
引き継いでいこ
うとする人々の
思いについて考
えていくように
する。 

 
 

☆<知理①> 
沖縄県の人々が豊

かな文化と美しい自
然を大切にし，それ
らを守り，引き継ぐ
努力について理解し
ている。 
 

ま
と
め
る 

➍表にまとめる 
 p.51 

 

○沖縄県の人々のくらしや産業の様子につ
いて，今まで調べてきたことをもとに，学
習問題についてノートにまとめ，話し合
う。 

・くらしの様子，観光の様子，農業の様子，
文化の様子の４つの観点で調べたことを
整理すること。 

・学習問題に対する結論（小単元のまとめ）
は，「自然条件」をキーワードにしてまと
めること。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆p.51 の表は学習
問題の結論（まと
め）を導く際，調
べたことを整理
するため活用す
る。 

◆ことば「自然条
件」を使ってまと
め，あたたかい地
域の人々の工夫
について自分の
考えを表現させ
る。 

 

☆<思判表②> 
沖縄県の気候の特

色と人々の生活や産
業を相互に関連づけ
て，沖縄県の気候条
件が生活や産業と密
接な関連をもってい
ることを考え，ノー
トに表現している。 
☆<知理②> 
沖縄県の人々の生

活や産業の様子か
ら，国土の自然条件
が人々の生活や産業
と密接な関連をもっ
ていることを理解し
ている。 
      

沖縄県の人々は，夏の暑さや台風から
くらしを守る工夫をしたり，一年を通し
てあたたかい気候を生かす産業を工夫し
たりするなど，沖縄県の自然条件に合わ
せたくらしや産業の工夫をしている。 

➍－2 
 

あたたかい気

候を生かした沖

縄県の人々のく

らしや産業につ

いて表にまとめ

ましょう。 

（1/2 時間） 

沖縄県の人々は，豊かな文化と自然を

大切にし，自分達の文化を大切に守り，

次の世代に引き継ぐ努力をしている。 

➍－1 

沖縄県の文化

や自然は，どのよ

うにして守られ

ているのでしょ

うか。 

（1/2 時間） 
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小単元の指導・評価計画 

４ 寒い土地のくらし－北海道十勝地方－       ４時間／p.52～59  

 

目標    ■気候条件から見て特色のある地域の人々のくらしを北海道十勝地方を事例として理解するとと

もに，自然条件と人々のくらしや産業とのかかわりを考えようとする。 

□北海道十勝地方の人々の生活の様子から学習問題を見いだし，寒い土地の人々のくらしや産業の

特色について地図や各種資料を活用して調べてまとめるとともに，自然条件と人々のくらしや産

業とのかかわりについて思考・判断したことを適切に表現している。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度  

①十勝地方の気候条件に関心をもち，人々の生活や産業の様子について意欲的に調べている。 

②十勝地方の気候条件と人々の生活や産業のかかわりについて考えようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①国土の気候条件から見て特色のある地域の人々の生活や産業の様子について十勝地方を事例

地として調べるための，学習問題や予想，学習計画を考え表現している。 

②十勝地方の気候の特色と人々の生活や産業を相互に関連づけて，国土の気候が人々の生活や産

業と密接な関連をもっていることを考え，適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①地図や各種の資料を活用して，気候条件から見て特色ある十勝地方の人々の生活や産業につい

て必要な情報を集め，読み取っている。 

②十勝地方の気候条件を生活や産業に生かしている人々の工夫や努力について調べたことをノ

ートや作品にまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①国土の気候条件から見て特色ある十勝地方の人々の生活や産業を理解している。 

 ②十勝地方の人々の生活や産業の様子から，国土の気候条件が人々の生活や産業と密接な関連を

もっていることを理解している。 
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊十勝地方の家や
くらしのくふう  

p.52～53 

○地形や気候の特色について振り返る。 
・前小単元の復習 
・北海道の位置と気候の確認 
○北海道十勝地方の様子について写真や気

温と降水量のグラフの読み取りから，学習
問題を導く。 

・帯広と東京のグラフの読み取り 
・十勝地方の厳しい寒さを乗り切るための家 
 の工夫と家のキャッチコピーを考える。 
例：「寒さをのりきる暖かな」北海道の家 
・十勝地方の人々は他にどのような寒さを乗

り切る工夫をしているのだろう。 
 
 
 
 
○学習問題に対する予想と学習計画を考え

る。 
・地形に特色のある地域（岐阜県海津市や長

野県川上村・南牧村）と同じように考える
と，寒さをくらしや産業に生かしているの
かもしれない。 

・北海道はとても広い土地だ。この広い土地
も何かに生かされているのかもしれない。 

・学習問題を解決するために調べること，調
べる順番を考えて整理する。 

 

◆前小単元までに
学んだことを振
り返り，北海道十
勝地方の位置に
ついて地図帳等
で確認させる。 

◆ｐ.52 の帯広と東
京のグラフを読
み取る際，２つの
地点を比較し，気
候の違いをつか
ませる。 

 
 
 
 
（東京だけでなく，
自分の住んでい
る地域と比較で
きるとよい。） 

◆寒さを乗り切る
人々の工夫に関
心をもたせ今後
の活動につなげ
る。 

☆<思判表①> 
十勝地方につい

て調べたことをも
とに，学習問題や予
想，学習計画を考え
表現している。 
☆<関意態①> 
十勝地方の気候

の様子に関心をも
ち，人々の生活や産
業の様子について
意欲的に調べよう
としている。 

調
べ
る 

➋十勝地方の自然
を生かした農業 

 p.54～55 
 

 

○十勝地方の人々は，どのように広い土地と
気候を生かし，農業を行っているのか調
べ，ノートにまとめる。 

・教科書や地図帳を活用して十勝平野の広大
な畑の様子について調べること。 

・十勝平野の夏涼しい気候の特色を生かし，
その気候に合う作物を栽培していること。 

・十勝平野では，気候の特色に合わせ，輪作
を行い計画的に作物を栽培していること。 

・畑の規模が大きい十勝平野では，大型の農
業機械を使い作業をしていること。 

◆p.55の「まなび方
コーナー」の写真
の読み取りの視
点を活用する。 

◆夏の涼しさにつ
いては言葉だけ
ではなく，帯広の
グラフに戻り，数
値としてとらえ
させる。 

◆輪作については，
p.54 の輪作のや
り方の絵と坂東
さんの話を関連
させて調べる。 

◆夏涼しいという
気候の特色と広
い土地というと
ころに着目させ，
農業の特色につ
いて考えさせる。 

 

☆<技能①> 
十勝地方の農業

の様子について，写
真や表などから調
べ，必要な情報を集
め，読み取ってい
る。 
 
☆<知理①> 
気候の特色に合

わせた工夫をして
いる十勝地方の農
業の様子について
理解している。 
 

学習問題 十勝地方に住む人々は，きびしい寒さや気候をどのようにくらしや産
業に生かしているのでしょうか。 

 

十勝平野の家

やくらしのくふ

うについて考え，

学習問題をつく

りましょう。 

 （1 時間） 

 

十勝地方の人々は，広い土地と夏涼し
いという気候の特色を生かして，じゃが
いもやスイートコーン，てんさいなどの
作物を大型の農業機械を使って輪作し，
計画的に作物を栽培している。➋ 

十 勝 地 方 の

人々は，自然を生

かしてどのよう

な産業を行って

いるのでしょう

か。 

 （1 時間） 
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➌十勝地方の寒さ
を生かす取り組
み  p.56～57 

 

○十勝地方に住む人々は，冬の厳しい寒さを
どのように生活や産業に生かしているの
か調べ，ノートにまとめる。 

・冬の寒さをしばれフェスティバルやバルー
ンマンションなどに生かし，寒さを楽しみ
にしたり，観光客を増やしたりする取り組
み。 

・p.57小学校でのスケートなどの写真と自分
たちの小学校と比較から，寒さを学校でも
生かしていること。 

・自動車会社の試験場や南極の氷を掘り出す
ドリルの実験などの産業にも冬の寒さを
生かしていること。 

・十勝地方の人々は，冬の寒さという気候条
件をマイナスイメージとするのではなく，
貴重な資源として活用していること。 

◆p.57 陸別町の浜
田さんの手紙か
ら冬の寒さを生
活や産業に生か
す工夫に着目さ
せる。また，「寒
さは貴重な資源」
とはどのような
意味であるか考
える。 

◆気候条件の意味
について確認し，
本時のまとめを
自然条件をキー
ワードとして表
現させる。 

☆<関意態②> 
十勝地方の気候

条件と寒い土地の
人々の生活や産業
のかかわりを考え
ようとしている。 
 
☆<技能②> 
十勝地方の厳し

い寒さを生活や産
業に生かす人々の
工夫や努力につい
て調べたことをノ
ートにまとめてい
る。 
 

➍守ってきた文化
を受けつぐ 

 p.58～59 
 

○アイヌの人々の伝統的な文化や文化を保
存・継承している人々について調べ，ノー
トにまとめる。 

・北海道で昔から生活していたのは，先住民
族であるアイヌ民族。 

・アイヌの人々は，北海道の豊かな自然のめ
ぐみを生かした文化を生み出したこと。 

・アイヌの人々は，自分たちが受け継いでき
た文化を大切にし，そのよさを多くの人に
理解してもらうことと，次の世代に引き継
ぐ努力をしていること。 

◆アイヌの人々に
ついての説明は
ことば「先住民
族」（p.58）を用
いて説明をする。 

◆調べた事をもと
にして，アイヌの
人々の伝統的な
文化や次の世代
に引き継いでい
こうとするアイ
ヌの人々の思い
について考えて
いくようにする。 

 
 
 
 

☆<知理①> 
アイヌの人々の自

然を生かした文化と
それを引き継ぐ努力
について理解してい
る。 
 

ま
と
め
る 

➍表にまとめる 
 p.59 

 

○十勝地方の人々のくらしや産業の様子に
ついて，今まで調べてきたことをもとに，
学習問題についてノートにまとめ，話し合
う。 

・くらしの様子，観光の様子，産業の様子，
文化の様子の４つの観点で調べたことを
整理すること。 

・学習問題に対する結論（小単元のまとめ）
は，「自然条件」をキーワードにしてまと
めること。 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆p.59 の表は学習
題の結論（まと
め）を導く際，調
べたことを整理
するため活用す
る。 

◆ことば「自然条
件」を使ってまと
め，寒い地域の
人々の工夫につ
いて自分の考え
を表現させる。 

 

☆<思判表②> 
十勝地方の気候の

特色と人々の生活や
産業を相互に関連づ
けて，十勝地方の気
候条件が生活や産業
と密接な関連をもっ
ていることを考え，
ノートに表現してい
る。 
☆<知理②> 
十勝地方の人々の

生活や産業の様子か
ら，国土の自然条件
が人々の生活や産業
と密接な関連をもっ
ていることを理解し
ている。 
       

  

十勝地方の人々は，冬の寒さや雪から
くらしを守ったり，夏の涼しさや冬の寒
さを生かした産業を工夫したりと，十勝
地方の自然条件に合わせたくらしや産業
の工夫をしている。➍－2 

 

 寒い気候を生

かした北海道十

勝地方のくらし

や産業について

表にまとめまし

ょう。（1/2時間） 

（or 1/2 時間） 

 

十勝地方の人々は，寒さを貴重な資源
として，様々なイベントを行ったり産業
に生かしたりして，自然条件を生かす工
夫をしている。➌ 

 寒い土地に住

む人々は，寒さを

生かす取り組み

をどのように行

っているのでし

ょうか。 

（1時間） 

アイヌの人々は，豊かな自然のめぐみ

を大切にした文化を受け継ぎ，文化や豊

かな自然を大切にし，文化のよさを多く

の人に理解してもらい次の世代に引き継

ぐ努力をしている。➍－1 

十 勝 地 方 の

人々は，どのよう

な文化を伝えて

きたのでしょう

か。 

（1/2 時間） 



 - 25 - 

 

小単元の指導・評価計画 

１ くらしを支える食料生産              ４時間／p.64～73  

 

目標    ■我が国の農業や水産業は国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることや自然環境と深

いかかわりをもって営まれていることを理解し，国民生活を支える食料生産に関心をもっている。 

□食料品の産地から学習問題をつくり，地図や統計などの資料を活用して調べてまとめるとともに，

農産物や畜産物の分布や土地利用の特色と自然環境とを関連づけて考え，適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度  

①我が国の農産物や畜産物の分布や土地利用の特色に関心をもち，意欲的に調べている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①我が国の農産物や畜産物の主な産地について，学習問題や予想，学習計画を考え表現している。 

②農産物や畜産物の主な産地と自然環境とを関連づけて，主な産地と自然環境が深いかかわりを

もって営まれていることを考え適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①地図や統計などの資料を活用して，我が国の農産物や畜産物の主な産地について必要な情報を

集め，読み取っている。 

②調べたことを白地図や作品にまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①我が国の主な農産物や畜産物の分布や土地利用の特色などを理解している。 

 ②我が国の農業や水産業は国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることや，自然環境と

深いかかわりをもって営まれていることを理解している。 
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊産地調べ  
p.64～65 

 
 

○集めた米袋や農産物など食料品のパンフ
レットを都道府県ごとに地図の上に貼り
付けて，気づいたことや，考えたことを発
表し合う。 

・わたしたちの県や，近くの県の食料品がた
くさんある。 

・その地方の特産物と自然の様子には関係が
ありそうだ。 

・外国からの食料品もたくさん食べている。 
・遠くから新鮮なまま運ぶのは大変なのでは

ないのか。 
・農産物などの主な産地は，わたしたちが集

めた物と同じなのか。 
・わたしたちは，いろいろな場所でつくられ

た食料品を毎日食べている。 
 

◆実際に集めた食
料品のパンフレ
ットや米袋を地
図の上に貼るこ
とで関心を高め，
気付いたことや
考えたことを発
表できるように
する。 

 

☆<思判表①> 
自分たちの食生活

を支えている様々な
食料の産地はどんな
ところか，学習問題
や予想，学習計画を
考え表現している。 

調
べ
る 

➋米づくり列島・
日本 

 p.66～67 
 

 

○日本全国の６月の米づくりの様子がわか
る写真や米の収穫量の資料から，米の産地
について，気付いたことや考えたことを出
し合う。 

・日本各地に水田があり，米づくりが行われ
ている。 

・同じ６月でも，田植えをしたり稲刈りをし
たりとやっていることがさまざまだ。 

・広い水田だけでなく，急な斜面にある棚田
でも米づくりが行われている。 

・耕地の中で田の占める割合が４分の３以上
の地域は日本全国に広がっている。 

・収穫量の多い東北地方や新潟県，北海道が
米の主な産地といえる。 

 

◆同じ６月の水田を
写した写真を比
べ，気候と作業の
違いを関連づけ
たり，さまざまな
地形の中で米づ
くりが行われた
りしていること
に気付けるよう
にする。 

◆米の生産量の多
都道府県上位５
つを白地図に表
し，作業的な活動
を通して関心を
高め，理解につな
がるようにする。 

☆<関意態①> 
日本の水田の分

布や産地の様子に
関心をもち，意欲的
に調べている。 
☆<知理①> 
米づくりは日本

全国で行われてい
るが，特に東北地方
や新潟県，北海道が
主要な産地である
ことを理解してい
る。 

学習問題 わたしたちの食生活を支えている様々な食べ物の主な産地は，どんなと

ころなのでしょうか。 

 

 

主食である米づくりは，日本の耕地面

積の半分以上で行われ，全国各地でつく

られているが，主な産地は東北地方や北

海道である。➋ 

わたしたちが
食べている食料
品の産地を調べ
て，学習問題をつ
くりましょう。 

（1時間） 

米の主な産地

はどこでしょう

か。 

（1時間） 
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➌農産物の産地 
p.68～71 

 

○米以外の農産物や畜産物の主な産地と特
色を調べる。 

・涼しい気候に向いた野菜は，群馬県，長野
県の高原や北海道などで生産されている。 

・冬でも暖かい気候を生かして野菜を生産し
ている県がある。 

・大消費地に近い場所で，年間を通じて多く
の種類の野菜が生産されている。 

・気候の影響を受けやすい果物は，栽培され
る地域が限られ，果物の種類によって主な
産地が決まっている。 

・畜産は，牧草をつくる広い土地が必要なの
で，北海道や九州地方が主な産地になって
いる。 

 

◆写真や資料，教科
書の本文を関連
づけながら読み
取らせ，農産物や
畜産物と自然環
境のかかわりに
ついて気づける
ようにする。 

 

☆<技能①> 
教科書の地図や

統計などの資料を
活用して，野菜や果
物，畜産物の主な産
地について必要な
情報を集め，読み取
っている。 
☆<知理①> 
野菜や果物，畜産

物を生産する農業
は自然環境と深い
かかわりをもち，そ
れぞれ主な産地が
異なっていること
を理解している。 
 

ま
と
め
る 

➍地図にまとめる 
 p.72～73 

 
 

○これまで学習してきたことをもとに，毎日
食べている食べ物を生産している主な産
地についてまとめる。 

・米は，東北地方や新潟県，北海道などで生
産がさかん。 

・野菜は，気候などの産地の特色を生かし，
全国各地でつくられている。 

・果物は，気候の影響を受けやすいので，果
物の種類によって主な産地が決まってい
る。 

・畜産は，牧草をつくる広い土地が必要なの
で，北海道や九州地方が主な産地になって
いる。 

 
 
 
 

◆これまで学習し
てきたノートを
活用して，農産物
や畜産物の主な
産地を自分の言
葉でまとめられ
るようにする。 

 
 

☆<思判表②> 
農産物の主な産

地と自然環境とを関
連づけて，主な産地
と自然環境が深いか
かわりをもって営ま
れていることを考え
適切に表現してい
る。 
☆<技能②> 
調べたことを白

地図や作品にまと
めている。 

 

野菜や果物などの農産物，畜産物を生
産する農業は，自然環境と深いかかわり
をもって営まれ，それぞれ主な産地が異
なっている。➌ 

そのほかの農

産物の主な産地

はどこでしょう

か。 

（1時間） 

我が国の農業は，自然環境と深いかか

わりをもって営まれ，全国に分布する主

な産地を中心に，主食である米をはじめ，

野菜，果物，畜産物などを生産している。 

➍ 

わたしたちが

毎日食べている

食べ物を生産し

ている主な産地

はどんなところ

なのか，まとめま

しょう。 

（1時間） 
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小単元の指導・評価計画 

２ 米づくりのさかんな地域              ９時間／p.74～91  

 

目標    ■我が国の米の生産は国民の食料を確保する重要な役割を果たしていること，自然環境と深いかか

わりをもって営まれていることや，米の生産に従事している人々の工夫や努力，生産地と消費地

を結ぶ運輸などの働きを理解し，国民生活を支える米の生産の発展を考えようとしている。 

□我が国の米の生産の様子から学習問題をつくり，地図，統計などの資料を活用して調べてまとめ

るとともに，米の生産と自然環境や国民生活とを関連づけて考え，適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度  

①我が国の米の生産の様子に関心をもち，庄内平野を事例として意欲的に調べている。 

②国民生活を支えている我が国の米の生産の発展を考えようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①我が国の米の生産の様子について，学習問題や予想，学習計画を考え表現している。 

②米の生産と自然環境や国民の生活とを関連づけて，国民の食料を確保する重要な役割を果たし

ていることや自然環境と深いかかわりをもって営まれていることを考え適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①地図や統計などの資料を活用して，米の生産に従事している人の工夫や努力，生産地と消費地

を結ぶ運輸の働きについて必要な情報を集め，読み取っている。 

②調べたことを白地図や「米づくり事典」などの作品にまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①我が国の米の生産は国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることや，我が国の米の生

産は自然環境と深いかかわりをもって営まれていることを理解している。 

 ②米の生産に従事している人々の工夫や努力，生産地と消費地を結ぶ運輸などの働きを理解して

いる。 
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊庄内平野をたず
ねて  

p.74～75 
 

 

○写真や地図から，庄内平野がどのようなと
ころなのかを読み取り，気付いたことや，
わかったことを発表し合う。 

・庄内平野は，日本海に面した日本有数の米
づくりのさかんな地域になっている。 

・平野や広く，ほとんどが水田になっている。 
・水田がきれいな長方形になっていて，平ら

な広い土地で米づくりが行われている。 
・水田の周りに見える山や川などの地形や気

候などの自然条件も米づくりに大切なの
ではないか。 

◆写真や地図から
庄内平野の様子
について気付い
たことやわかっ
たことを発表さ
せ，米の生産の様
子に関心がもて
るようにする。 

 

☆<関意態①> 
我が国の米の生産

の様子に関心をも
ち，庄内平野を事例
として意欲的に調べ
ようとしている。 

➋米づくりのさか
んな庄内平野  

p.76～77 

○鳥瞰図や統計資料を読み取り，わかったこ
とや疑問に思ったことから学習問題をつ
くり，学習計画を立てる。 

・鳥瞰図からも庄内平野一体に水田が広がっ
ていることがわかる。 

・庄内平野は日本の中でも水田のわりあいが
高く，米づくりがさかんな地域といえる。 

・ほ場整備が進んでいるのは，地域で協力し
て米づくりを進めているからではないか。 

◆鳥瞰図や統計資
料から，庄内平野
が我が国を代表
する米の産地で
あることに気付
かせ，学習問題に
つなげる。 

◆予想や学習計画
の立て方を活用
し，実践的に学べ
るようにする。 

☆<思判表①> 
鳥瞰図や統計資

料から読み取った
ことをもとに，学習
問題や予想，学習計
画を考え表現して
いる。 

調
べ
る 

➌地形と気候を生
かす 

 p.78～79 
 

 

○庄内平野で米づくりがさかんなわけを，写
真や地図，資料などをもとに調べて，米づ
くりと自然環境とのかかわりについて話
し合う。 

・川が運んでくる土と雪解け水が庄内平野の
米づくりを支えている。 

・夏にふく季節風が丈夫な苗を育てることに
役立っている。 

・土地利用図からも平野のほとんどが田とし
て使われいることがわかる。 

・酒田市は降水量が多く，夏の日照時間が長
い。 

・庄内平野の自然環境は米づくりに適してい
る。 

 

◆写真や地図，資料
と教科書の本文
を関連づけなが
ら読み取らせ，米
づくりと自然環
境のかかわりに
ついて気付ける
ようにする。 

◆防砂林や整備さ
れた耕地の様子
から，米づくりに
適した自然環境
に す る た め の
人々の努力にも
目が向くように
する。 

☆<技能①> 
地図や統計など

の各種の資料を活
用して，米づくりに
適した自然条件や
人々の努力につい
て必要な情報を集
め，読み取ってい
る。 
☆<知理①> 
庄内平野の米づ

くりは自然環境と
深いかかわりがあ
りる。 

学習問題 庄内平野で米づくりをしている人々は，どのようにしてよりよい米を生
産し，消費者にとどけているのでしょうか。 

 

 

庄内平野は，広い平野を利用して米づ
くりを行っている日本有数の米の産地で
ある。➊ 

庄内平野はど
のようなところ
なのでしょうか。 

（1時間） 

稲作のさかんな庄内平野は，平らな広
い水田，降水量，季節風，夏の日照時間，
昼夜の温度差が大きい場所など，米づく
りに適した自然環境がそろっている。➌ 

庄内平野の米
づくりに関する
資料を見て話し
合い，学習問題を
つくり，学習計画
を立てましょう。 

（1時間） 

庄内平野は，ど

うして米づくり

に適しているの

でしょうか。 

（1時間） 
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➍岡部さんの 
２００日 

 p.80～81 
 

 

○専業農家である岡部さんの話や資料，イン
ターネットを活用し，米づくりの仕事につ
いて調べ，農作業暦にまとめる。 

・米づくりは２年前の種もみ選びから始まっ
ている。 

・３月から10月まで，稲の育ち具合に合わせ
た作業をし，大切に育てている。 

・作業ごとにいろいろな機械を使って，効率
的に仕事をしている。 

 

◆稲の生育にかか
わる工夫と機械
化などの効率化
にかかわる工夫
があることに気
付けるようにす
る。 

◆「まなび方コーナ
ー」を活用し，調
べたことや考え
たことなどを農
作業暦にまとめ，
米づくり農家の
工夫や努力に目
が向くようにす
る。 

☆<技能①> 
農家に手紙を出

したり，インターネ
ットや教科書の資
料などを活用して，
農家の工夫や努力
について必要な情
報を集め，読み取っ
ている。 
☆<知理②> 
米をつくる農家

では，生産を高める
ために工夫して稲
を育てたり，作業の
効率化を行うなど
の工夫や努力をし
ていることを理解
している。  

➎米づくりと地域
の協力 

 p.82～83 
 

○庄内平野の農家の人たちが，よりよい米づ
くりのためにどのように協力し合ってい
るかを調べ，協力し合うわけについて考え
て話し合う。 

・地域のすべての田にむだなく農薬をまくた
めに，小型のヘリコプターを地域の人たち
でお金を出し合い，使っている。 

・高い農業機械も地域の人たちが共同で持
ち，効率よく米づくりを進めている。 

・肥料をまく時期や水の管理についても，み
んなで話し合い，共同作業をしている。 

◆高額な機械や特
殊技能を要する
機械，水の管理な
ど，農家同士の協
力が不可欠であ
ることに気付け
るようにする。 

◆技術の継承や向
上という視点に
も目が向くよう
にする。 

 

☆<技能①> 
地図や統計など

の資料を活用して，
庄内地方の農家同
士が協力して生産
を高める工夫をし
ていることについ
て必要な情報を集
め，読み取ってい
る。 
☆<知理②> 
庄内地方の農家

が，作業の効率化や
技術の継承・向上の
ために，様々な作業
や機械，設備の利
用，生産技術の研究
などの面で協力し
合っていることを
理解している。 
 

➏庄内地方の農家
を支える人たち 

 p.84～85 
 

○農業協同組合（ＪＡ）や水田農業試験場な
どが，どのように米づくり農家の人たちを
支えているか調べて，わかったことを発表
し合う。 

・ＪＡから高額な農業機械を買うときにお金
を借りたり，機械や肥料を買ったりできる
ので，米づくりが進めやすい。 

・ＪＡの営農指導員は，米づくりで困ったと
きに相談にのってくれたり，注意事項など
をアドバイスしたりしてくれる。 

・水田農業試験場では，品種改良や有機農業
の研究をし，生産者や消費者のニーズに合
った米を開発している。 

・土地や気候に合わせて，おいしく育てやす
い米づくりができるための取り組みが昔
から続いている。 

 

◆農業協同組合や
水田農業試験場
の仕事を調べ，米
づくり農家をど
のように支えて
いるか考えるよ
うにする。 

◆米づくりの発展
への取り組みが
昔から続いてい
ることにも気付
けるようにする。 

☆<技能①> 
地図や統計など

の資料を活用して，
庄内平野の米づく
りを支える農業協
同組合や農業試験
場の役割について
必要な情報を集め，
読み取っている。 
☆<知理②> 
庄内平野の米づ

くりは，農業協同組
合や水田農業試験
場など，様々な仕組
みによって支えら
れていることを理
解している。 
 

農家の人々は，

よりよい米づく

りのために，どの

ように協力して

いるでしょうか。 

（1時間） 

ＪＡや水田農業試験場など，地域には
米づくりを支える様々な仕組みがある。 

➏ 

農家の人たち

を，だれがどのよ

うに支えている

のでしょうか。 

（1時間） 

稲作農家の人々は，種まきから収穫ま
で稲の生長に合わせて工夫や努力を重ね
ている。 ➍ 

岡部さんの米

づくりにはどの

ようなくふうや

努力があるので

しょうか。 

（1時間） 

庄内平野の人々は機械化や共同化など
地域で協力し，生産の効率を高めている。 

➎ 



 - 31 - 

➐おいしい米を全
国に 

 p.86～87 
 

○庄内平野の米が消費者にとどけられるま
での様子を調べて，生産地と消費地を結ぶ
運輸の働きや，米づくりにかかわる費用や
価格について話し合う。 

・カントリーエレベーターで味を保った状態
で保管された米は，全国各地へ出荷されて
いる。 

・庄内平野は，日本の主食を生産する大切な
食料基地の一つになっている。 

・トラックや列車，フェリーなどの運輸の働
きによって，全国に米がとどけられてい
る。 

・米の値段には，生産のほかに，輸送や販売
などの費用が含まれている。 

◆カントリーエレ
ベーター内での
米の流れを確認
し，味を保ちなが
ら保管する役割
を果たしている
ことに気付ける
ようにする。 

◆庄内平野の米の
送り先と日本の
交通網を関連づ
けて読み取らせ， 
運輸の働きが重
要であることに
気付けるように
する。 

 

☆<技能①> 
地図や統計など

の資料を活用して，
味を保ちながら早
く全国に届けるた
めの工夫について
必要な情報を集め，
読み取っている。 
☆<知理②> 
運輸の働きによ

って米が消費地ま
で届けられること
や，生産地と消費地
を結ぶ運輸の働き
が国民生活を支え
ていることを理解
している。 

➑農家のかかえる
問題とこれから
の米づくり 

p.88～89 
 

○農家のかかえる問題について資料から読
み取り，これからの米づくりについて自分
が考えたことを伝え合う。 

・生産調整をして，消費量に合わせて米の生
産量を減らしている。 

・農家をやめる人が増え，農家の数は減って
きている。 

・農業をつぐ若い人が少なく，高齢化が進ん
でいる。 

・米の消費量を増やすために，新たな食べ方
や活用方法を考えている人たちがいる。新
しい提案を今後もしていくと，消費量が増
えていくのではないかな。 

・高校生が農業を学ぶ機会をもち，農業を行
う若い人を増やす取り組みがある。若い人
に米づくりの大切さを伝えていく必要が
ある。 

・農業体験ツアーは，環境の学習にもなる。 
・生産者と消費者の交流をして，米づくりの

大切さを理解する。 
 

◆資料から読み取
ったことと本文
を関連づけ，消費
量の減少が日本
の稲作のかかえ
る様々な問題を
引き起こしてい
ることに気付け
るようにする。 

◆実際に行われて
いる問題を解決
するための取り
組みを参考にし，
米づくりの提案
を考えられるよ
うにする。 

 
 
 

☆<思判表②> 
米づくりの抱え

る様々な問題から，
今後の発展のため
に消費量を増やす
ことが有効なこと
や，そのためにどの
ような取り組みが
できるか考え適切
に表現している。 
☆<関意態②> 
実際に行われて

いる取り組みや他
の児童の意見を参
考にして，これから
の米づくりの発展
について考えよう
としている。 

カントリーエレベーターや運輸の働き
により，味を保ちながら米を早く全国の
消費地へ届けることができる。➐ 

庄内平野の米

は，どのように消

費者にとどけら

れるのでしょう

か。 

（1時間） 

稲作農家では米の消費量の減少や後継
者不足などの問題を抱えているが，問題
の解決に取り組んでいる。➑ 

農家の人たち

はどのような問

題をかかえてい

るのでしょうか。 

（1時間） 
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ま
と
め
る 

➒「米づくり事典」
をつくる 

 p.90～91 
 

○これまでの学習をもとに，米づくりがさか
んな庄内平野の人たちの工夫や努力につ
いて考え，「米づくり事典」にまとめる。 

・機械化による効率化 
・自然環境を生かして 
・地域の共同作業 
・農家を支える人たちとともに 
・おいしく育てやすくするための品種改良 
・食料基地としての庄内平野 
・専業農家と兼業農家 

◆「ことば」を活用
して表現させる
ことによって，こ
れまで学習した
ことを生かせる
ようにする。 

 

☆<知理①> 
これまでの学習

をもとに，庄内平野
の米づくりは自然
条件と深いかかわ
りがあること，また
人々が生産を高め
るために様々な努
力や工夫をしてい
ることを理解して
いる。 
☆<技能②> 
これまでの学習

を生かし，写真やグ
ラフなどの資料を
活用し庄内平野の
米づくりの工夫や
努力について「米づ
くり事典」にまとめ
ている。 
  

 

我が国の食料生産の中心である稲作の

主要な産地である庄内平野では，自然条

件に合わせ，米づくりに携わる人々が

様々な工夫や努力をしている。➒ 

米づくりがさ

かんな庄内平野

の人たちのくふ

うや努力につい

て考え，まとめま

しょう。 

（１時間） 
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小単元の指導・評価計画 

３ 水産業のさかんな地域              ７時間／p.92～105 

 

目標    ■我が国の水産業に関心を持ち，水産業が自然環境を生かして営まれ国民の食生活を支えているこ

とや，水産物には外国から輸入しているものがあること，主な漁場の分布，水産業に従事してい

る人々の工夫や努力，生産地と消費地を結ぶ輸送の働きを理解するとともに，国民生活を支える

水産業の発展について考えようとする。 

□我が国の水産業の様子から学習問題を見いだし，地図や地球儀，統計などの資料を活用するなど

して調べたことをノートや漁業別地図にまとめるとともに，水産業の様子と自然環境や国民生活

とを関連づけて思考・判断したことを適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度 

①我が国の水産業の様子に関心をもち，水産業が盛んな地域の生産活動について意欲的に調べて

いる。 

②国民の食生活を支える水産業の発展について考えようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①我が国の水産業の様子について水産業が盛んな代表的な地域の事例を調べるための，学習問題

や予想・学習の計画を考え表現している。 

②水産業が国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることや自然環境と深いかかわりを

もって営まれていることを考え，適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①水産業が盛んな地域を事例として，我が国の水産業の様子について，地図や，統計などの各種

資料を活用して読み取っている。 

②水産業が盛んな地域の生産活動の様子や水産業に従事している人々の工夫や努力について調

べたことを，ノートや漁業別地図にまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①水産業に携わる人々が，自然環境を生かすなど様々な工夫や努力をして生産したり，新鮮さを

保ちながら輸送したりして国民の食生活を支えていることを理解している。 

②我が国は世界有数の水産国でありながら，漁場の変化や水産資源の減少などの問題を抱え，養

殖業や栽培漁業，水産物の輸入が増えてきたことを理解している。 
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

つ
か
む 

 ➊水産国・日本  
p.92～93 

 
 

○日本の水産業の様子について，地図や統計
資料を読み取る活動を通して，わかったこ
とや疑問に思ったことを整理し学習問題
をつくり，学習計画を立てる。 

・日本の周りの海では，いろいろな魚介類が
とれる。 

・一人あたりでは，中国，アメリカ，ロシア
の２倍から３倍近くの魚介類を消費して
いる。 

・たくさん消費される魚介類はどのようにし
てとられているのだろうか。足りているの
だろうか。 

・たくさん魚介類が水あげされているところ
は，水産業がさかんな地域だ。 

◆日本の近海は海
流が流れ，大陸棚
が広がっている
ことで，良い漁場
に恵まれている
事を地図の読み
取りと教科書の
文章からつかま
せる。 

◆地図，グラフから
水産業がさかん
な地域を調べさ
せ，写真からその
様子をイメージ
させる。 

☆<思判表①> 
我が国の水産業の

様子について水産業
が盛んな代表的な地
域の事例を調べるた
めの，学習問題や予
想，学習計画を考え
表現している。 

 

 

調
べ
る 

 ➋沖合漁業のさか
んな長崎漁港  

p.94～95 

○写真やイラストから，まきあみ漁について
わかったことをノートにまとめ発表する。 

・２隻の船が協力して魚をとっている。 
・照明をつけているから，夜に漁をしている

のかな。 
・働いている人は，水にぬれないように合羽

を着て，ゴムの靴をはいている。 
・この２隻の船のほかにも役割をもった船が

一緒に働いているのかな。 
○漁港の人の話とまきあみ漁の写真から，ま
きあみ漁の様子や漁の工夫についてわか
ったことをノートにまとめる。 

・魚群探知機で魚を探す。なかなか見つから
ない日もあるだろう。 

・天気が悪いと漁に出るのは危険だ。 
・とれる魚の量は，天候や魚の群れのいる場

所など自然環境に影響される。 

◆p.92 の地図で長
崎漁港の周りの
自然環境・長崎漁
港の水あげ量が
多いこと，グラフ
から長崎県の漁
業生産額が高い
ことを読み取ら
せ，水産業の盛ん
な地域であるこ
とを確認する。ま
た，地図帳や統計
資料も活用でき
るようにする。 

◆p.94 の写真から
漁の様子をつか
ませる。装備，人
の動き，周りの様
子などに目を向
けさせる。 

 

☆＜関意態①＞ 
長崎漁港の漁業の

特長に関心をもち，
沖合漁業で行われる
まき網における工夫
や努力について意欲
的に調べている。 
 

 

学習問題 水産業がさかんな地域では，どのようなくふうをして，わたしたちの食生活
を支えているのでしょうか。 

 

水産業がさか
んな地域につい
て考え，学習問題
をつくりましょ
う。（１時間） 

 

沖合漁業は，ど
のように行われ
ているのでしょ
うか。 

（1時間） 

沖合漁業がさかんな長崎漁港の近

海では，魚群探知機で魚の群れを探

し，船団を組んだまき網漁を行ってい

る。➋ 
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➌長崎漁港から食
卓へ  

p.96～97 

○長崎漁港にはどんな施設があるか，空中写
真とイラスト図からわかったことをノー
トに書き発表する。 

・魚市場，船から魚を陸にあげる設備，駐車
場，船の給油や修理をする施設，加工工場，
冷凍施設 

・漁港は，水産業にとって基地の働きをして
いる。 

○写真を見て，水揚げされた魚が食卓にとど
くまでの流れについてわかったことを，時
間の流れに沿ってノートにまとめる。 

・午前３時ごろ・・・とった魚が長崎漁港に
水あげされる。魚は，種類や大きさごとに
自動選別機や人の手によって新鮮なうち
に分けられ，箱詰めにされる。 

・午前５時ごろ・・・魚市場でせりにかけら
れ，値段と買う人が決められる。せりおと
した魚を買いたい人に売る。 

・午前６時ごろ・・・せりおとされた魚は県
内の店だけでなく，トラックに積み込まれ
東京や大阪，福岡などに運ばれ売られる。 

 魚は，他県の魚市場でもう一度せりにかけ
られたり，店やスーパーで売られたりす
る。 

○魚が運ばれる道を道路地図で確認する。 
・長崎から，高速道路で大きな都市に運ぶこ

とができる。 
 

◆空撮写真から広
さや周りの環境
を読み取らせる。 

 イラストや写真
から読み取れな
い施設について
は，教師が示して
つかませる。 

◆写真からわかる
ことをノートに
まとめさせる際，
教師がより詳し
い情報を与え，新
鮮においしいう
ちにとどけるた
めの様々な工夫
に気づかせる。 

◆せりについて，仲
買人についてな
ど専門的で分か
りにくいことは，
教師が説明する。 

◆魚の値段には，生
産から販売まで
の様々な費用が
含まれているこ
とに必ず触れる。
図解するとわか
りやすい。 

☆＜知理①＞ 
漁港には様々な機

能があり，新鮮なう
ちに消費地へ届ける
ための様々な輸送の
工夫がなされている
ことを理解している
。 

長崎漁港に水

あげされた魚は，

どのようにして

食卓へとどくの

でしょうか。 

（1時間） 

長崎漁港に水あげされた魚は，種類

や大きさごとに分けられせりにかけ

られた後，トラックなどで新鮮なうち

に加工工場や日本各地に運ばれる。➌ 
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調
べ
る 

➍遠洋漁業のさか
んな焼津港 

 p.98～99 
 

 

○写真から，一本釣り漁法についてわかった
ことをノートにまとめ，発表する。 

・一人ずつ大きな釣竿でつっている。 
・かつおの重さで釣竿がしなっている。 
・まき網漁法で魚をとっていたのは夜だった

けれど，こちらは昼間でカッパも着ていな
い。 

・一本釣りの針は大きくて飾りがついてい
る。餌に見えるように工夫されている。 

・重そうな釣竿で，大きなかつおを釣り上げ
るのは大変そうだ。 

・雨が降ったり，船が揺れていたりしたらで
きないだろう。 

○漁師さんの話から，漁の工夫や，新鮮さを
保つ工夫について，わかったことをノート
にまとめる。 

・船の上でふんばって釣竿で一匹ずつ釣り上
げる。 

・かつおが食いつきやすく，にげにくい特別
な針で釣っている。 

・とったかつおはすぐに冷凍し新鮮さを保つ
ことができるので，さしみに向いている。 

・魚群探知機で群れを探す。何日も群れに出
会わないこともある。 

○かつおが回遊する範囲の地図から，焼津か
らどのくらい遠くまで漁に出かけている
か調べ発表する。 

・かつおは季節によって移動している。 
・かつおの動きに合わせて，漁船も移動する

のだろう。 
・赤道のほうまで移動している。 
 

◆長崎漁港と同じ
ように，焼津漁港
のある静岡県が
漁業の盛んな地
域であることを
p.92 の資料で確
認する。 

◆まき網漁法でわ
かったことをも
とに見ていくよ
うにする。 

◆一匹ずつ取るこ

とのよさ，大変

さの両方に気づ

くようにする。 

◆まき網漁船も魚

群探知機を使っ

て魚を探してい

たことから，自

然環境に左右さ

れるのは遠洋漁

業も同じである

ことに気づかせ

る。 

◆かつおの回遊の

範囲から遠洋漁

業の範囲をつか

ませ，漁をして

いる期間の長さ

を実感させるよ

うにする。 

☆＜技能①＞ 

資料を活用して，

焼津漁港の水産業の

特長やかつお漁の漁

法の違いやよさ，工

夫していることを読

み取りノートにまと

めている。 

遠洋漁業のさかんな焼津漁港では，か
つおの水あげ量が多く，かつおの回遊と
ともに漁船は移動し，一本釣りやまき網
漁で漁を行う。➍ 

遠洋漁業は，ど

のように行われ

ているのでしょ

うか。（1時間） 
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➎かつおの水あげ
がさかんな焼津
港 

 p.100～101 
 
 

○地図帳で焼津漁港の位置を調べ，立地条件
のよさについてわかったことを発表する。 

・焼津港は，本州の中ほどに位置し，大きな
都市と高速道路でつながっている。 

・大消費地東京・名古屋・大阪に近い。 
○かつおの水あげの写真，冷凍庫の写真，水
産加工団地の人の話から，水あげされたか
つおを運ぶための工夫についてわかった
ことをノートにまとめる。 

・大きなかつおが冷凍のまま水あげされてい
る。冷凍だから，このままおいておくと冷
凍が溶けてしまう。 

・冷凍保存できる倉庫に入れておけるから，
運ぶまでそこに入れておくことができる。 

・焼津市にはかつお節などの工場がたくさん
あるからそこでもかつおが使われる。 

・冷凍施設などを共同で使えるようにしてい
るから，たくさんの工場がありたくさんの
人が働いている。 

○地図とグラフから，日本の漁業の様子につ
いて読み取りわかったことをノートにま
とめる。 

・世界の海ではそれぞれの国が魚をとってよ
い範囲が決められている。 

・日本の遠洋漁業・沖合漁業の生産量はどん
どん減ってきている。 

・魚を世界一食べているのに，とる量が減っ
てしまい，魚が食べられなくなるのかな。 

・水産物の輸入が生産量の減少と合わせるよ
うに増えてきた。 

・わたしたちがこれからも同じように魚を食
べられるようにするためには，どうすれば
よいのだろう。 

◆焼津漁港の空中
写真から，長崎漁
港と同じような
施設があるだろ
うと予想させる。 

◆大量の冷凍かつ
おが水あげされ
るが，それを新鮮
なまま全部を運
ぶことができる
のだろうかとい
う疑問がもてる
とよい。 

 

 

 

 

 

 

◆漁業別の生産量

の変化と水産物

輸入量の変化の

グラフを比較し

て考えさせる。 

◆漁業別生産量の

変化のグラフか

ら，まだ学習して

いない，養殖業と

沿岸漁業の変化

に注目させ，次の

学習への興味を

持たせる。 

☆＜知理②＞ 

我が国は世界有数

の水産国でありなが

ら，漁場の変化や水

産資源の減少などの

問題を抱え，養殖業

や栽培漁業，水産物

の輸入が増えてきた

ことを理解してい

る。 

 

 

 

 

かつおが多く

水あげされる焼

津漁港は，どのよ

うなところでし

ょうか。 

（1時間） 

焼津漁港には，かつおを冷凍保存

できる大きな倉庫があり，新鮮なま

ま消費地に運べ，また市内には多く

の加工工場がある。 ➎ 
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ま
と
め
る 

➏つくり育てる漁
業 

 p.102～103 
 
 

○写真と養殖をする人の話から，ほたて貝の
養しょくの様子，工夫や努力についてわか
ったことをノートにまとめる。 

・３センチぐらいまであみに入れて育てた
後，かごの中で育てる。 

・出荷できる15センチぐらいになるまでかご
で育てる。 

・時期ごとにいろいろな作業があるが手作業
である。 

・全部で100万枚ぐらい手作業で育てる。 
・大変だが成長を見るのは楽しみ。 
・収入は安定している。 
・養しょくによるほたて貝の生産量は増えて

きている。 
○イラストと栽培漁業センターの人の話か
ら，ひらめのさいばい漁業の様子，工夫や
努力についてわかったことをノートにま
とめる。 

・とりすぎて減ってしまったため，ひらめの
さいばい漁業を始めた。 

・センターでたまごから５センチ以上の大き
さに育てて，県内各地の海に放流する。200
万匹の放流を目標にしている。 

・センターでは，稚魚が健康に育つように与
えるえさも工夫している。 

・放流されたひらめも，全長35センチ未満は
とらないようにし，資源管理をしている。 

 

◆長崎漁港，焼津漁
港と同じように
陸奥湾に面した
地域が水産業の
盛んな地域であ
ることを，p.92
の地図で確認す
る。 

◆本物のほたて貝
のからを用意し，
大きさを理解さ
せるとともに，写
真に釣り上げら
れているほたて
貝の量や，１回の
出荷量など作業
量の目安になる
数値を示すよう
にする。 

 
◆５センチの稚魚
の大きさと 35 セ
ンチのおとなの
大きさが実感で
きるように，絵な
どで示すとよい。 

☆＜思判表②＞ 

つくり育てる漁業

は生産量が安定する

よう計画的に行わ

れ，また資源管理な

どの様々な工夫や努

力が行われているこ

とを考え，ノートに

まとめている。 

 
 

➐漁港別に地図に
まとめる 

p.104～105 
 

○水産業が盛んな地域の様子についてわか
ったことや，考えたことを話し合う。 

○今まで学習したこと，考えたことを漁業別
の地図にまとめる。 

○日本の水産業について，考えたことをまと
める。 

・世界一魚介類を食べる，日本人であるわた
したちにとって，水産業は食料を確保する
なくてはならない産業である。 

・水産業で働く人たちは，新鮮でおいしい魚
を食卓にとどけるために，様々な工夫をし
ている。 

・遠洋漁業・沖合漁業がどんどん減ってきて
いる。これからますます水産物の輸入が増
えるだろう。しかし，輸入に頼るだけにな
ってしまっては水産業の発展はなくなっ
てしまう。 

・収入が安定し，計画的に生産できる養殖業
やさいばい漁業をのばしていくことが，輸
入だけに頼らずにすむ方法ではないか。 

◆学習問題のまと
めとしての話し
合いになるよう
にする。 

 

◆日本地図とイラ

ストをつけたワ

ークシートを用

意しまとめさせ

るとよい。 

☆＜関意態②＞ 
水産業にかかわる

人々の様々な努力や
工夫によって，国民
の食生活が支えられ
ていることを理解
し，その発展を考え
ようとしている。 

 

☆＜技能②＞ 

水産業が盛んな地

域の生産活動の様子

や水産業に従事して

いる人々の工夫や努

力について調べたこ

とを，ノートや漁業

別地図にまとめてい

る。 

つくり育てる漁業は，生産量が安定する
よう計画的に行われ，自然に近いように
育てたり，健康に育つようにえさを工夫
したりしている。 

➏ 

つくり育てる

漁業には，どのよ

うなくふうや努

力があるのでし

ょうか。 

（1時間） 

水産業がさかんな地域の人たちは，自
然環境に左右される漁や生産活動が安定
して行えるよう工夫や努力をし，国民の
食生活を支えている。➐ 

水産業がさか

んな地域の人た

ちのくふうや努

力について調べ

たことを，まとめ

ましょう。 

（1時間） 
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小単元の指導・評価計画 

４ これからの食料生産とわたしたち         ４時間／p.112～119  

 

目標    ■我が国の食料生産には，食料自給率の低下や食の安全性などの問題があることをを理解し，これ

からの食料生産のあり方について考えようとしている。 

□我が国の食料生産の現状から学習問題をつくり，統計などの資料を活用して我が国の食料生産を

めぐる問題について調べてまとめるとともに，これからの食料生産について何ができるか自分の

考えをもって話し合いに参加し，これまで学習したことと関連づけて考え，適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度  

①我が国の食料生産の現状と未来について関心をもち，意欲的に調べている。 

②自分の生活と食料生産とのかかわりから，これからの我が国の食料生産について考えようとし

ている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①我が国の食料生産をめぐる問題について，学習問題や予想，学習計画を考え表現している。 

②食料自給率の低下や食の安全・安心，生産者と消費者などの観点をもとに，思考・判断したこ

とを適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①地図や地球儀，統計などの資料を活用して，我が国の食料生産の問題点について必要な情報を

集め，読み取っている。 

②調べたことを図や文章にまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①様々な食料生産が国民の食生活を支えていること，食料の中には外国から輸入しているものが

あることを理解している。 

 ②我が国の食料生産には，食料自給率の低下や食の安全性などの問題があることをを理解してい

る。 
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊日本の食料生産
をめぐる問題点  

p.112～113 
 

 

○スーパーマーケットの売り場の写真や資
料を見て，気づいたことや，考えたことを
発表し合う。 

・日本産だけでなく，外国産の商品も多く売
られている。 

・同じ野菜でも日本産と国産では価格に大き
な違いが見られる。 

・日本の食料自給率は他の国と比べて低く，
また40年前と比べても下がっている。 

・小麦や大豆をはじめ，自給率の低い食べ物
が多く，輸入でまかなっている。このまま
で問題はないのだろうか。 

・食の安全性の問題がニュースで流れていた
ことがある。安心して食べられるかについ
ての問題も抱えていると思う。 

◆スーパーマーケ
ットの写真から
読み取れること
と資料を関連づ
けて考えさせ，食
料自給率の低下
の問題に気づけ
るようにする。 

◆食の安全に関す
る新聞記事を用
い，食の安全・安
心の問題にも目
が向くようにす
る。 

☆<知理①> 
様々な食料生産

が国民の食生活を
支えていること，食
料の中には外国か
ら輸入しているも
のがあることを理
解している。 
☆<思判表①> 
我が国の食料生産

をめぐる問題につい
て，学習問題や予想，
学習計画を考え表現
している。 

 

調
べ
る 

➋わたしたちの食
生活の変化と食
料生産 

 p.114～115 
 

 

○40年の間に食生活がどのように変化し，ど
んな問題があるのか調べ，問題を解決する
ための取り組みについて考える。 

・和食ではなく，洋食を食べることが多くな
ってきている。 

・外国から輸入される食料品の種類や量が増
え，様々な食料品がいつでも手に入るよう
になってきている。 

・輸入が増えたことにより，国内の生産者が
減り，耕地面積が減ってしまう問題が起き
ている。 

・輸入先での災害などにより，日本に食料品
が入ってこなくなる可能性もある。今の食
料生産を見直す必要がある。 

・地産地消の取り組みなど，自分たちでも自
給率を上げることができるのではないか。 

 

◆食生活の変化によ
って輸入が欠かせ
なくなった結果，
農業や漁業の就業
人口や耕地面積の
減少につながった
ことに気付けるよ
うにする。 

◆ＴＰＰについて
は，現状を把握
し、指導していき
たい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆<技能①> 
地図や地球儀，統

計などの資料を活
用して，我が国の食
料生産の問題点に
ついて必要な情報
を集め，読み取って
いる。 
☆<知理②> 
我が国の食料生

産には，食料自給率
の低下や食の安全
性などの問題があ
ることを理解して
いる。 
 

学習問題 食料生産にはどんな問題があり，これからの食料生産をどのように進め
たらよいでしょうか。 

 

 

食生活の変化や就業人口の減少，農業

生産や漁業生産の減少が食料自給率の低

下につながっている。➋ 

食料生産の問
題について話し
合い，学習問題を
つくりましょう。 

（1時間） 

日本の食料生

産には，どのよう

な問題があるの

でしょうか。 

（1時間） 
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➌食の安全・安心
への取り組み 

p.116～117 
 

○食の安全・安心に向けて行われている取り
組みや環境との関連について調べ，食の安
全・安心に向けた行動について考える。 

・産地や農家の方の写真を表示されると安心
して買うことができる。 

・トレーサビリティのしくみがあると，生産
者が責任をもって出荷しているので，消費
者も安心して買うことができる。 

・自分たちが食に関心をもつことで，安全・
安心な食料品を選ぶことができる。 

・安全・安心な農産物や水産物を育てるには，
環境をよくしていく必要がある。自分たち
の生活にとっても環境保全は大切だ。 

◆トレーサビリテ
ィの実例を見せ
ることにより，食
の安全・安心につ
ながっているこ
とを実感できる
ようにしたい。 

◆環境に目を向け
ることで，農業や
漁業が自然環境
と深いかかわり
をもって営まれ
ていることを改
めて考えられる
ようにする。 

 

☆<技能①> 
地図や地球儀，統

計などの資料を活
用して，我が国の食
料生産の問題点に
ついて必要な情報
を集め，読み取って
いる。 
☆<知理②> 
我が国の食料生

産には，食料自給率
の低下や食の安全
性などの問題があ
ることを理解して
いる。 

ま
と
め
る 

➍これからの食料
生産について考
える 

 p.118 
 

○これまで学習してきたことをもとに，これ
からの食料生産について話し合う。 

・自給率が低下した要因 
・自給率が低いことの問題点 
・輸入にたよる現状の問題点とその対策 
・安全・安心に対する取り組みとその活用 
・食料生産と環境保全のつながり 
 

◆「ことば」を活用
して表現させる
ことによって，こ
れまで学習した
ことを生かせる
ようにする。 

 
 

☆<関意態②> 
自分の生活と食

料生産とのかかわ
りから，我が国の食
料生産の発展を考
えようとしている。 
☆<思判表②> 
食料自給率の低

下や食の安全・安
心，生産者と消費者
などの観点をもと
に，思考・判断した
ことを適切に表現
している。 

い
か
す 

➍テレビ番組をつ
くろう 

       p.119 

○これからの食料生産について話し合ったこ

とをもとに，食料生産の未来のために自分

たちができることについてテレビ番組をつ

くるつもりで絵コンテにする。 

・食料自給率 

・食の安全・安心 

・食料生産に携わる人の問題 

・自然環境とのつながり 

 

◆「まとめる」で話
し合ったことをも
とに，我が国の食
料生産の発展につ
いて考えたことを
表現させる。 

☆<技能②> 
食料生産の未来の

ために自分ができる
ことについて，絵コ
ンテにまとめてい
る。 

 
 

 

食の安全・安心に向けた取り組みが行
われている。安全・安心な食料の確保の
ためには，食に関心をもつことや食料を
生産するための環境についても考えてい
く必要がある。➌ 

食の安全・安心

に対する取り組

みは，どのように

行われているの

でしょうか。 

（1時間） 

我が国の食料生産を発展させるために

は，様々な課題の解決が必要であり，わ

たしたち国民の努力が大切である。 

➍-1 

これからの食

料生産について

調べたことをふ

り返り，まとめま

しょう。 

（1/2 時間） 

食料生産の未

来のために，わた

したちは何がで

きるでしょうか。 

（1/2 時間） 
食料生産は，わたしたちの生活を支え

る重要な役割を果たしている。これから

も食料生産を発展させていくためには，

自分たちも社会を支える一員として主体

的に考えていくことが大切である。 

➍-2 


